
BIRCH/HEM

ヨーロッパを感じる

こころ遊ばせるドア

Prairie Homes
プレイリーホームズ株式会社

gp door
G o o d  P r i c e  G o o d  Q u a l i t y

URL  http://www.prairie.co.jp
●製品改良のため、予告なしに仕様および価格の変更をさせていた
だくことがございます。
●本カタログに使用されているイラスト・写真・文章の無断複写・無断
転載を禁じます。

名古屋 〒４６１-０００４　名古屋市東区葵３-７-１４ＩＭＹビル７Ｆ
TEL.(052)930-7855   FAX.(052)930-7856

松　本 〒３９０-１１３１  長野県松本市今井野尻５０３１
TEL.(0263)50-3911   FAX.(0263)50-3912

AMERICAN  60 ’s  DESIGN

FAX 052-930-7856
プレイリーホームズドアシリーズ専用FAXオーダー用紙

プレイリーホームズ株式会社 ドア担当行
■ご依頼主情報

■ご注文内容

■当社返信記入欄

■コメント欄

担当

FAX受領日 .　　　　.

.　　　　.

.　　　　.御見積ご返信

記入日

お名前

貴社名

TEL 

FAX

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

本数 備考

(　　　　） ー

(　　　　） ー

TEL (　　　） ー

有　　・　　無

月 日　　　希望

空欄に必要事項をご記入の上、当社宛にFAXご送信願います。

※品番は各カタログをご参照ください。

ご連絡事項：毎度お世話になっております。下記にご連絡申し上げます。

■お届け先情報
物件名

ご住所

荷受人様

現地地図

納品希望

ドアスタイル
ドアシリーズ

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

サイズ呼称 種類 枠見込み 開き勝手 取手・引き手
1 2 3 5 6

カラー
74
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設
計

施
工

ガイ
ド

設
計
施
工

ガイ
ド

ド
ア
錠 1

丁
番 2

スラ
イド
丁番 3

開き
戸金

物 4
引
戸
錠

南
京
錠 5

引戸
金物 6

上
吊
式

引戸
金具 7

折戸
金具 8

室
内
用

アル
ミ建
具 9

取
手

引
手 10 スラ

イドレ
ール

ワイ
ヤー

バス
ケッ
ト

11 12 その
他の

家具
金物 13 物干
金物

手摺
金具 14 諸
金
具 15 真
  鍮

アン
ティ
ーク 16 会社
案内

ド
ア
錠 1 丁
番 2 スラ

イド
丁番 3 開き

戸金
物

4 引
戸
錠

南
京
錠

5 引戸
金物 6 上
吊
式

引戸
金具 7 折戸
金具 8 室
内
用

アル
ミ建
具

9 取
手

引
手

10 スラ
イドレ

ール
ワイ
ヤー

バス
ケッ
ト　

11 12 その
他の

家具
金物

13 物干
金物

手摺
金具

14 諸
金
具

15 真
  鍮

アン
ティ
ーク

16 会社
案内

収納
吊金

具
ショ
ーケ
ース

　金
具

収納
吊金

具
ショ
ーケ
ース

金具
　

■
金
具
の
取
付
け
方
法

■
吊
込
み
手
順

●
前
後
･左
右
調
整
プ
レ
ー
ト
と

　
ド
ア
側
ハ
ネ
の
取
付
け

前
後
･左
右
調
整
プ
レ
ー
ト

ド
ア
側
ハ
ネ

ド
ア

① ② ③

ド
ア
の
加
工
部
に
前
後・
左
右
調
整
プ
レ
ー
ト
を

取
付
け
ま
す
。

ド
ア
側
ハ
ネ
を
前
後・
左
右
調
整
プ
レ
ー
ト
に
取

付
け
ま
す
。

縦
枠
に
枠
側
ハ
ネ
を
取
付
け
ま
す
。

4ヶ
の
皿
穴
部
に
タ
ッ
ピ
ン
ね
じ
を
通

し
て
取
付
け
ま
す
。

3ヶ
の
皿
穴
部
に
小
ね
じ
を
通
し
て
､

前
後・
左
右
調
整
プ
レ
ー
ト
に
取
付
け

ま
す
。

① ②
上
用
丁
番
の
軸
心
棒
を
引
き
出
し
ま
す
。

ド
ア
が
上
枠
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
ド
ア
を
や

や
傾
け
な
が
ら
、下
用
丁
番
か
ら
差
し
込
み
ま
す
。

③
ド
ア
を
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
て
上
用
丁
番
の
位
置

合
わ
せ
を
し
て
か
ら
、軸
芯
棒
を
下
げ
て
上
用
丁

番
の
結
合
を
行
い
ま
す
。

④
最
後
に
建
付
け
と
軸
芯
カ
バ
ー
の
調
整
を
し
て

完
了
で
す
。

③

①

②

施
 工
 ガ
 イ
 ド

3
方
向
調
整
丁
番

3
方
向
調
整
丁
番

製
品
紹
介
 5
6～
57

施
 工
 ガ
 イ
 ド

丁
 番

ド
ア

枠
ド
ア

枠

●
下
用
丁
番
の
上
下
調
整
ね
じ

　
を
左
に
回
す
と
、ド
ア
は
下
が

　
り
ま
す
。

●
下
用
丁
番
の
上
下
調
整
ね
じ

　
を
右
に
回
す
と
、ド
ア
は
上
が

　
り
ま
す
。

上
下
調
整
ね
じ
を

左
に
回
す
と
、

ド
ア
が
下
が
り
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

上
下
調
整
ね
じ
を

右
に
回
す
と
、

ド
ア
が
上
が
り
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

ド
ア
の
上
部
が
枠
に
当
た
る

ド
ア
の
開
き
側
が
枠
に
当
た
る

ド
ア
の
開
き
側
の
す
き
ま
が
大
き
過
ぎ
る

ド
ア
の
下
部
が
床
を
こ
す
る

上
下
調
整

ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
ね
じ

ド
ア
が
後
に
下
が
り
過
ぎ
て
い
る

ド
ア
が
前
に
出
過
ぎ
て
い
る

固
定
ね
じ

左
右
調
整
ね
じ

固
定
ね
じ

左
右
調
整
ね
じ
を

左
に
回
す
と
、

ド
ア
が
開
き
側
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

左
右
調
整
ね
じ
を

右
に
回
す
と
、

ド
ア
が
吊
元
側
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

左
右
調
整
ね
じ

固
定
ね
じ

②
ド
ア
側
ハ
ネ
の
固
定
ね
じ
を
締
め
る
と
、

　
ド
ア
は
吊
元
側
に
移
動
し
ま
す
。

①
ド
ア
を
移
動
さ
せ
た
い
分
量
ま
で
、

　
左
右
調
整
ね
じ
を
右
に
回
し
て
お
き
ま
す
。

③
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、緩
め
て
お
い
た

　
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ
を
締
め
ま
す
。

②
前
後
調
整
ね
じ
を
左
に
回
し
て
、

　
ド
ア
を
前
方
に
移
動
し
ま
す
。

③
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、緩
め
て
お
い
た

　
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ
を
締
め
ま
す
。

②
前
後
調
整
ね
じ
を
右
に
回
し
て
、

　
ド
ア
を
後
方
に
移
動
し
ま
す
。

①
ド
ア
側
ハ
ネ
の
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ

　
を
緩
め
て
お
き
ま
す
。

①
ド
ア
側
ハ
ネ
の
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ

　
を
緩
め
て
お
き
ま
す
。

前
後
調
整
ね
じ
を

左
に
回
す
と
、

ド
ア
が
前
方
向
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 3
m
m

前
後
調
整
ね
じ
を

右
に
回
す
と
、

ド
ア
が
後
方
向
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 1
m
m

上 下 調 整 方 法 左 右 調 整 方 法 前 後 調 整 方 法

上
下
調
整

ね
じ

③
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、緩
め
て
お
い
た

　
固
定
ね
じ
を
締
め
ま
す
。

②
左
右
調
整
ね
じ
を
左
に
回
し
て
、

　
ド
ア
を
開
き
側
に
移
動
し
ま
す
。

①
ド
ア
側
ハ
ネ
の
固
定
ね
じ
を
緩
め
て

　
お
き
ま
す
。

使
用
条
件

一
般
住
宅
屋
内
用
木
製
ド
ア（
浴
室
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
対
応
ド
ア
厚：
3
3
m
m・
3
6
m
m・
3
8
m
m（
3
8
m
m
は
シ
ル
バ
ー
色
塗
装
の
み
）

◇
ド
ア
質
量：
総
質
量
で
2
5
kg
以
下（
ド
ア
幅
8
0
0
m
m
以
下
×ド
ア
高
さ
2
0
0
0
m
m
以
下・
丁
番
2ヶ
使
用
の
場
合
）

◇
左
右
勝
手
あ
り：
本
品
は
左
右
勝
手
が
あ
り
ま
す
。ご
注
文
の
際
は
必
ず
､左
右
い
ず
れ
か
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
ド
ア
が
手
前
に
開
く
側
か
ら
見
て
､左
側
に
丁
番
が
付
く
場
合
を
左
勝
手
､そ
の
反
対
を
右
勝
手
と
呼
び
ま
す
。）
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の
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調
整
プ
レ
ー
ト

ド
ア
側
ハ
ネ

ド
ア

① ② ③

ド
ア
の
加
工
部
に
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ト
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け
ま
す
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ド
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を
前
後・
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プ
レ
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ト
に
取
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。

縦
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に
枠
側
ハ
ネ
を
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す
。
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の
皿
穴
部
に
タ
ッ
ピ
ン
ね
じ
を
通

し
て
取
付
け
ま
す
。

3ヶ
の
皿
穴
部
に
小
ね
じ
を
通
し
て
､

前
後・
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調
整
プ
レ
ー
ト
に
取
付
け

ま
す
。

① ②
上
用
丁
番
の
軸
心
棒
を
引
き
出
し
ま
す
。

ド
ア
が
上
枠
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
ド
ア
を
や

や
傾
け
な
が
ら
、下
用
丁
番
か
ら
差
し
込
み
ま
す
。

③
ド
ア
を
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
て
上
用
丁
番
の
位
置

合
わ
せ
を
し
て
か
ら
、軸
芯
棒
を
下
げ
て
上
用
丁

番
の
結
合
を
行
い
ま
す
。

④
最
後
に
建
付
け
と
軸
芯
カ
バ
ー
の
調
整
を
し
て

完
了
で
す
。

③

①

②

施
 工
 ガ
 イ
 ド

3
方
向
調
整
丁
番

3
方
向
調
整
丁
番

製
品
紹
介
 5
6～
57

施
 工
 ガ
 イ
 ド

丁
 番

ド
ア

枠
ド
ア

枠

●
下
用
丁
番
の
上
下
調
整
ね
じ

　
を
左
に
回
す
と
、ド
ア
は
下
が

　
り
ま
す
。

●
下
用
丁
番
の
上
下
調
整
ね
じ

　
を
右
に
回
す
と
、ド
ア
は
上
が

　
り
ま
す
。

上
下
調
整
ね
じ
を

左
に
回
す
と
、

ド
ア
が
下
が
り
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

上
下
調
整
ね
じ
を

右
に
回
す
と
、

ド
ア
が
上
が
り
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

ド
ア
の
上
部
が
枠
に
当
た
る

ド
ア
の
開
き
側
が
枠
に
当
た
る

ド
ア
の
開
き
側
の
す
き
ま
が
大
き
過
ぎ
る

ド
ア
の
下
部
が
床
を
こ
す
る

上
下
調
整

ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
用

固
定
ね
じ

前
後
調
整
ね
じ

ド
ア
が
後
に
下
が
り
過
ぎ
て
い
る

ド
ア
が
前
に
出
過
ぎ
て
い
る

固
定
ね
じ
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右
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じ
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ね
じ
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右
調
整
ね
じ
を

左
に
回
す
と
、

ド
ア
が
開
き
側
に
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っ
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き
ま
す
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最
大
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.5
m
m
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調
整
ね
じ
を

右
に
回
す
と
、

ド
ア
が
吊
元
側
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 2
.5
m
m

左
右
調
整
ね
じ

固
定
ね
じ

②
ド
ア
側
ハ
ネ
の
固
定
ね
じ
を
締
め
る
と
、

　
ド
ア
は
吊
元
側
に
移
動
し
ま
す
。

①
ド
ア
を
移
動
さ
せ
た
い
分
量
ま
で
、

　
左
右
調
整
ね
じ
を
右
に
回
し
て
お
き
ま
す
。

③
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、緩
め
て
お
い
た

　
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ
を
締
め
ま
す
。

②
前
後
調
整
ね
じ
を
左
に
回
し
て
、

　
ド
ア
を
前
方
に
移
動
し
ま
す
。

③
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、緩
め
て
お
い
た

　
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ
を
締
め
ま
す
。

②
前
後
調
整
ね
じ
を
右
に
回
し
て
、

　
ド
ア
を
後
方
に
移
動
し
ま
す
。

①
ド
ア
側
ハ
ネ
の
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ

　
を
緩
め
て
お
き
ま
す
。

①
ド
ア
側
ハ
ネ
の
前
後
調
整
用
固
定
ね
じ

　
を
緩
め
て
お
き
ま
す
。

前
後
調
整
ね
じ
を

左
に
回
す
と
、

ド
ア
が
前
方
向
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 3
m
m

前
後
調
整
ね
じ
を

右
に
回
す
と
、

ド
ア
が
後
方
向
に

寄
っ
て
い
き
ま
す
。

最
大
 1
m
m

上 下 調 整 方 法 左 右 調 整 方 法 前 後 調 整 方 法

上
下
調
整

ね
じ

③
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、緩
め
て
お
い
た

　
固
定
ね
じ
を
締
め
ま
す
。

②
左
右
調
整
ね
じ
を
左
に
回
し
て
、

　
ド
ア
を
開
き
側
に
移
動
し
ま
す
。

①
ド
ア
側
ハ
ネ
の
固
定
ね
じ
を
緩
め
て

　
お
き
ま
す
。

使
用
条
件

一
般
住
宅
屋
内
用
木
製
ド
ア（
浴
室
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
対
応
ド
ア
厚：
3
3
m
m・
3
6
m
m・
3
8
m
m（
3
8
m
m
は
シ
ル
バ
ー
色
塗
装
の
み
）

◇
ド
ア
質
量：
総
質
量
で
2
5
kg
以
下（
ド
ア
幅
8
0
0
m
m
以
下
×ド
ア
高
さ
2
0
0
0
m
m
以
下・
丁
番
2ヶ
使
用
の
場
合
）

◇
左
右
勝
手
あ
り：
本
品
は
左
右
勝
手
が
あ
り
ま
す
。ご
注
文
の
際
は
必
ず
､左
右
い
ず
れ
か
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
ド
ア
が
手
前
に
開
く
側
か
ら
見
て
､左
側
に
丁
番
が
付
く
場
合
を
左
勝
手
､そ
の
反
対
を
右
勝
手
と
呼
び
ま
す
。）
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設計
施工
ガイド

設計
施工
ガイド

ドア錠

1
丁 番

2
スライド丁番

3
開き戸金物

4
引戸錠
南京錠

5
引戸金物

6
上吊式
引戸金具

7
折戸金具

8
室内用
アルミ建具

9
取 手
引 手

10

12
その他の
家具金物

13

諸金具

15
真  鍮
アンティーク

16

会社案内

ドア錠

1
丁 番

2
スライド丁番

3
開き戸金物

4
引戸錠
南京錠

5
引戸金物

6
上吊式
引戸金具

7
折戸金具

8
室内用
アルミ建具

9
取 手
引 手

10

12
その他の
家具金物

13

諸金具

15
真  鍮
アンティーク

16

会社案内

収納吊金具
ショーケース
　金具

収納吊金具
ショーケース
金具　

スライドレール
ワイヤー
バスケット

11

物干金物
手摺金具

14

スライドレール
ワイヤー
バスケット

11

物干金物
手摺金具

14

施 工 ガ イ ド 施 工 ガ イ ド

製品紹介 192～193

設 計 ガ イ ド

製品紹介 194～195

設 計 ガ イ ド

FG-020
の場合

15
以
上

15
以
上

12

5

FG-040
の場合

HR SYSTEM標準 HR-292-K／HR-222-K HR SYSTEM標準 HR-275-K

26
以
上

7.5

FG-060
の場合

■金具の納まり参考図
上部吊り車

■戸の加工寸法参考図
上部吊り車の
取付け加工寸法

下部ガイド溝の
加工寸法

FG-040FG-020

20

φ10.5

B B

20
3

A＝
5.7

2018A＝
3

床 床

●戸の高さ寸法の求め方
戸の高さ＝枠の内寸高さ－23.5mm（上部レール）
－戸と上部レールの最大すきま寸法（左図参照）－3mm－A

※上式で戸の高さを求めることにより、戸と上部レールのすき
ま寸法範囲で戸の上下調整ができます。
※上式の3mmは、戸を下に調整した際、戸を下部ガイドに接
触させないための逃げ寸法です。

●B（下すきま寸法）の求め方
B＝枠の内寸高さ－戸の高さ－23.5mm（上部レール）
－戸と上部レールのすきま寸法

※戸と上部レールのすきま寸法は、左図参照の範囲内で任意
の寸法を設定できます。

下部ガイド

43
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5.5
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床
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）

HR-150

前後調整代

HR-150

HR-311
HR-292-K
または
HR-222-K

HR-292-K HR-222-K

枠

左右調整ねじ

上下調整ねじ
ホルダー部

レール

固定カップ部

レバー
ホルダー部

固定カップ部

レール

HR-292-K

レール

HR-311

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け

①上部吊り車は、ホルダー部のレバ
ーをつまんで、固定カップ部とホ
ルダー部を分離します。

②固定カップ部のみ、戸の木口加
工部に取付けてください。

■戸の吊込み
①下部ガイドに戸のガイド溝を差し込
みます。

②固定カップ部に、ホルダー部をしっか
りと差し込みます。

※しっかりと差し込み、抜けないことを
ご確認ください。

■戸の位置調整
①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを回
せば、戸の左右調整、下のねじを回せば戸の
上下調整ができます。

2.レールの取付け

①レールを取付ける前に、図に
示す方向で、上部吊り車をレ
ール内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてく
ださい。

3.キャッチの取付け

①キャッチは、レールを取付けた後に
装着する事ができます。 4.下部ガイドの取付け

①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。
垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

1.上部吊り車の取付け

①上部吊り車は、ホルダー
部のレバーを押して、ホ
ルダー部と受金とを分離
します。
②引戸の上面木口両端部
にHR-275-Kの受金の
先端部をそろえて、ねじ
で取付けます。受金の向
きは、ストッパー部が戸
の奥側になるようにしま
す。（図参照）

①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差し込みます。
②引戸上部に取付けた受金に、ホルダー部を差し込みます。
※しっかりと差し込み、抜けないことをご確認ください。

2.レールの取付け

①レールを取付ける前に、図の
方向で、上部吊り車をレール
内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてく
ださい。

3.下部ガイドの取付け
①下部ガイドを床の所定の位
置に取付けてください。垂直
に戸が吊り込めるよう、取付
け位置に注意してください。

■金具の納まり参考図

■戸の加工寸法参考図

下部ガイド

下部ガイド溝の
加工寸法

●戸の高さ寸法の求め方

上部吊り車

戸の高さ＝枠の内寸高さ－23.5mm（上部レール）－22mm（戸と上部レールの最大すきま）－3mm－A
※上式で戸の高さを求めることにより、戸と上部レールのすきま寸法範囲で戸の上下調整ができます。
※上式の3mmは、戸を下に調整した際、戸を下部ガイドに接触させないための逃げ寸法です。

●B（下すきま寸法）の求め方
B＝枠の内寸高さ－戸の高さ－23.5mm（上部レール）
－戸と上部レールのすきま寸法
※戸と上部レールのすきま寸法は17～22mmの範囲
　内で任意の寸法を設定できます。

■戸の吊り込み ■戸の位置調整
①戸を吊ったままで吊車のねじを回すと、
戸の上下調整ができます。

■金具の取付け方法

FG-020

20

φ10.5

B 18A＝
3

床

FG-020
の場合

15
以
上

12

30

戸
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

17
～
22

23
.5

28 HR-150
天井（上枠）

HR-275-K

調整部

下がる
上がる

ホルダー部

レバー
HR-275-Kの受金

ストッパー部

先端部

ホルダー部

レール

受金

天井（上枠） 天井（上枠）

使用条件 一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません。）　◇引戸の総質量：30kg（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：22mm以上使用条件 本文192ページをご参照ください。

HR-150

HR-275-K

HR-275-K
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設計
施工
ガイド

ドア錠

1
丁 番

2
スライド丁番

3
開き戸金物

4
引戸錠
南京錠

5
引戸金物

6
上吊式
引戸金具

7
折戸金具

8
室内用
アルミ建具

9
取 手
引 手

10

12
その他の
家具金物

13

諸金具

15
真  鍮
アンティーク

16

会社案内

ドア錠

1
丁 番

2
スライド丁番

3
開き戸金物

4
引戸錠
南京錠

5
引戸金物

6
上吊式
引戸金具

7
折戸金具

8
室内用
アルミ建具

9
取 手
引 手

10

12
その他の
家具金物

13

諸金具

15
真  鍮
アンティーク

16

会社案内

収納吊金具
ショーケース
　金具

収納吊金具
ショーケース
金具　

スライドレール
ワイヤー
バスケット

11

物干金物
手摺金具

14

スライドレール
ワイヤー
バスケット

11

物干金物
手摺金具

14

施 工 ガ イ ド

製品紹介 182～183

設 計 ガ イ ド

施 工 ガ イ ド

HR SYSTEMクローザーユニット

戸幅
/2

戸先側
木口面

ロックピン

トルク調整ねじ

FC-100-30
引戸用クローザー本体

駆動ギヤ

駆動ギヤ

マイナス
ドライバー

戸の中央と上部レールの
すきま寸法 常に9mm

2mm
下げる

2mm
上げる

戸幅/2

20
FC-110
ラックギヤ

突起
突起なし

突起

上レール

両面テープ

戸先側 引戸の幅半分の位置 戸尻側

FC-110
ラックギヤ

※ロックピンは大切に保管してください。再び戸を外す時、駆動ギヤを固定するために必要になります。

※自閉する速度・距離は戸の重量によって変わります。

①引戸用クローザー本体の駆動部のロックピンを引き抜きます。

④戸厚27～32mmの場合、調整完了後にカバーを取付けてください。

②戸が自閉します。このとき、絶対に手を触れないでください。

③扉を吊ったまま、以下の操作をします。

■戸の建付け調整

■自閉駆動力調整

1.戸を吊ったままロックピンを差し込むことができる場合……本体の駆動ギヤの側面穴に、ロックピンを差し込んでから戸を取外してください。
2.戸を吊ったままロックピンを差し込むことができない場合……内蔵ゼンマイの巻きが戻ってしまっていますので、巻き上げておく必要があります。駆動ギヤの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  側面穴にロックピンを差し込み、トルク調整ねじを約8回転程度強方向に回しておいてください。

■戸の吊り込み終了後に戸を取り外す方法

■駆動ギヤが空回りした場合

※ロックピンをはめ、駆動ギヤが回転しない様にしてから調整してください。

●戸を閉じたとき、縦枠と戸の間にすきまが空いてしまう場合、吊り車で上下調整をしてください。
　戸の中央部の「戸と上部レールとのすきま」は常に9mmになるようにしてください。
　一方の吊り車を調整したら、もう一方の吊り車は逆方向に同じ量だけ調整してください。

●内蔵ゼンマイの巻きが戻ってしまっていますので、巻き上げておく必要があります。
　駆動ギヤの側面穴にロックピンを差し込み、トルク調整ねじを約8回転程度強方向に回しておいてください。

■戸の吊込み
①下部ガイドに引戸下部溝用ガイドレールを差し込みます。
②引戸用クローザー本体の駆動ギヤをラックギヤに噛み合わせながら固定カップ部にホルダー部
を差し込みます。
③引戸中央部分の「戸とレールのすきま寸法」が9mmになるように、戸先・戸尻の吊り車で高さ調
整をしてください。

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け
①上部吊り車は、ホルダー部のレバーを
つまんで、ホルダー部とカップ部とを分
離します。

②カップ部のみ戸の木口加工部に取付け
てください。

2.レールの取付け
①レールを取付ける前に、図に示す方向で、
上部吊り車をレール内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてください。

3.引戸用クローザー本体の取付け
①戸の加工部に引戸用クローザー本体を取付けます。

4.引戸下部溝用ガイドレール・下部ガイドの取付け
①戸の下部に引戸下部溝用ガイドレールを取付けます。
②下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に
注意してください。

※トルク調整ねじを過剰に弱方向に回さないでください。
　内部のゼンマイ部分が破損する恐れがあります。

引戸用クローザー本体のトルク調整ねじを強方向に適量回してください。閉まり切らない場合

引戸用クローザー本体のトルク調整ねじを弱方向に適量回してください。勢いよく閉まり切ってしまう場合

5.ラックギヤの取付け
①レールの戸先側先端より引戸の幅半分
の位置に印を付けます。
②印から戸先方向に20mm戻った位置
から、ラックギヤの突起無しの面を先頭
にして、レール下面の本体取付側に順
次連結して貼付けていきます。
※ラックギヤは引戸のストロークに合わせて必要本数ご使用ください。
※ラックギヤはレールの内側に寄せて取付けます。
※ラックギヤをレール下面に貼付ける際、接着面の油分、水分、ほこり
　を除去し、十分な圧力（50N/cm2）以上を加えて接着してください。

※本図は左閉じの場合を示します。
　右閉じの場合は左右勝手違いとなります。

※しっかりと差し込み、抜けないことをご確認ください。

内側に
寄せる

トルク調整ねじ

※戸を吊ったままで行ってください。

■戸の位置調整
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上部吊り車

40

43

16

■金具の納まり参考図 ■戸の加工寸法参考図

●戸の高さ寸法の求め方

●B（下すきま寸法）の求め方

戸の高さ = 枠の内寸高さ － 23.5mm（上部レール） － 戸と上部レールの最大すきま寸法（左図参照） － 3mm － A

B = 枠の内寸高さ － 戸の高さ － 23.5mm（上部レール） － 戸と上部レールのすきま寸法 

上部吊り車の取付け加工寸法

※上式で戸の高さを求めることにより、戸と上部レールのすきま寸法範囲で上下調整ができます。
※上式の3mmは、戸を下に調整した際、戸を下部ガイドに接触させないための逃げ寸法です。

※戸と上部レールのすきま寸法は左図参照の範囲内で任意の寸法を設定できます。

5.5

FG-060

床

A=
7.5

33
.5

B

23.5

2 2前後調整代

下部ガイド

下部ガイド溝の加工寸法

26
以
上

7.5

FG-060

SD-4100

2 2前後調整代

HRｰ292-K
または
HRｰ222-K

25 穴ⓐ穴ⓑ

30
70

トリガー
FCｰ310

トリガー取付け用 φ5.5穴ⓐ 位置=189戸が停止
する位置

30

FCｰ292ｰK-H
または
FCｰ222ｰK-H

吊り車全長 = 384.5 ～ 393

トリガー ソフトクローズ方向

FC-610
トリガー取付治具

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

添付ねじ

穴ⓐ

正 誤 誤

トリガー レール

■戸の吊り込み
①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差し
込みます。

②カップ部にホルダー部をしっかりと差し
込みます。

※しっかりと差し込み、抜けないことを
ご確認ください。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを
回すと戸の左右調整、下のねじを回すと戸
の上下調整ができます。

5.下部ガイドの取付け
①下部ガイドを床の所定の位置に取付けて 
ください。
　垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に
注意してください。

3.レールの取付け
①スライダーが図の位置になっている
か確認します。
なっていなければ、押して戻してお
きます。

　
ソフトクローズを正しく作動させるため
に、必ず確認してください。

②レール取付けの前に、図の
方向で上部吊り車をレール
内に挿入します。
③上枠にレールを取付けて
ください。

2.レールの穴あけ
①レール芯の所定位置ⓐⓑにφ5.5の
貫通穴をあけます。（2ヶ所）

レール内に残った切り粉は
取除いてください。

4.トリガーの取付け
①トリガーをトリガー取付け用治具にセット
します。
②「2.レールの穴あけ」であけた穴ⓐに上
記治具を図に示す方向でレール内部に押
し込み、添付ねじでトリガーを固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの穴ⓑをねじ止めしてください。

※治具はトリガーが完全に固定されるまで、押し当
て続けてください。
※トリガーをレールに取付けたときにトリガーが
レール内の溝にまっすぐ入るようにしてください。

※必ず手回しドライバーで締め付けてください。
※トリガーが溝に入っていない状態でねじを締
め付けると、トリガーが変形します。

ソフトクローズ方向

※ソフトクローズの速度調整はできません。

戸が停止する位置

φ5.5貫通穴

ⓑ
ⓐ

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け
①上部吊り車ホルダー部のレバーを
つまんで、ホルダー部とカップ部と
を分離します。
②カップ部のみ戸の木口加工部に取
付けてください。

HR SYSTEMソフトクローズ

上下調整ねじ

左右調整ねじ

ロックピンは絶対に抜かないでください。もし、抜いてしまい駆動ギヤが空回りした場合は、

本頁下段の　■駆動ギヤが空回りした場合　をご参照ください。

ロックピンは絶対に抜かないでください。もし、抜いてしまい駆動ギヤが空回りした場合は、

本頁下段の　■駆動ギヤが空回りした場合　をご参照ください。

レバー ホルダー部

固定カップ部

レール

HR-292-K

ホルダー部

レール

固定カップ部

左閉じ

弱 強 強 弱

右閉じ

ホルダー部

レール

固定カップ部

スライダーの
位置確認

FC-292-K-H

HR-292-K

ソフ
トク
ロー
ズ方
向

ソフ
トク
ロー
ズ方
向

189

25

レール

レバー ホルダー部

固定カップ部

使用条件 本文182ページをご参照ください。

左閉じ

ご注意

ご注意

ご注意
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施 工 ガ イ ド

製品紹介 238～239

設 計 ガ イ ド

連動引戸金具 FG-900

■戸の吊込み

■戸下面の加工寸法参考図

■金具の納まり参考図

■金具の取付け位置

A B

戸厚C Ｄ 戸厚Ｃ  　  Ｄ

ガイドピース FG-990

●上下及び側面の納まり寸法 ●戸幅寸法の算出方法

W 法寸内枠（ ）

105E E

DW
DW

DW

DW（戸幅）
壁

柱
柱

13

※ 戸の重なり寸法は、各ガイドがエンドクッション
 に入り込むために必要な寸法です。

Ｂ
20.5
22
24
23.5

戸厚Ｃ
27
30
30
33

Ｄ
7
7
9
7

壁

壁

戸Ⓒ

FG-990 ガイドピース

32.5
閉　
　 開

52.5
Ｆ

52.5

32.5

52（
54
）

壁
戸Ⓑ
及び
戸Ⓒ

●ガイドピースの取付け　（戸Ⓑと戸Ⓒの閉じ側先端部） ●FG-990の取付け

　

12 21

15

45

深さ1
5

5 深
さ15

R6

FG-940取付け部

ガイドピース及び
FG-990の走行溝

※カッコ内寸法はFG-970の場合-

※Ｆ＝ FG-980＝22
FG-970＝23.5
FG-960＝25.5
FG-950＝25

壁または柱

E

105

80

閉　
　 開

38.5

29 .5

54

戸Ⓑ
及び
戸Ⓒ

FG-950の場合FG-980・FG-970・FG-960の場合

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸Ⓒ

戸Ⓒ

戸ⒷまたはⒶ

FG-990

ガイドピース

ガイドピース

（戸の重なり寸法）

ガイドピース
）7-72（ 089-GF
）7-03（ 079-GF
）9-03（ 069-GF
）7-33（ 059-GF

①戸Ⓒの下部溝をFG-990（床付
ガイド）に被せるように上部レー
ルの下に設置します。

②戸とレール内上部吊り
車を接続します。

③戸Ⓒ先端に取付けてある
ガイドピースに戸Ⓑまた
は戸Ⓐの下部溝を被せる
ように設置します。

④戸とレール内上部吊
り車を接続します。

戸幅 DW  ＝
枠内寸法W ＋ { ( 戸の枚数－1 × 戸の重なり代 E ) + 105 } 

戸の枚数  ＋ 1

使用条件 本文238ページをご参照ください。

A
34
37
39
40

●正常に引戸を連動させるために、床と戸のスキマは13mmになるようにしてください。
●吊車の上下調整を行う際に、ガイドピースが戸や床に接触しないようにしてください。
　また、FG-990が戸に接触しないようにしてください。
●幅と高さの比率が約1：5を超えるような引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。

ご注意

上 下

右 左

上 下

右 左

推
奨
吊
車
使
用
時
の
戸
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

H
R
-2
9
2
-K
：
5
～
1
0
(製
品
出
荷
時
 7
.5
)

A
FD
-2
9
0
0－
K
：
4
～
1
0（
製
品
出
荷
時
 7
）
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■表記訂正  (12/11/12)

W ＋ { ( 戸の枚数－1) × 戸の重なり代 E + 105 }

設計
施工
ガイド

設計
施工
ガイド

ドア錠

1
丁 番

2
スライド丁番

3
開き戸金物

4
引戸錠
南京錠

5
引戸金物

6
上吊式
引戸金具

7
折戸金具

8
室内用
アルミ建具

9
取 手
引 手

10

12
その他の
家具金物

13

諸金具

15
真  鍮
アンティーク

16

会社案内

ドア錠

1
丁 番

2
スライド丁番

3
開き戸金物

4
引戸錠
南京錠

5
引戸金物

6
上吊式
引戸金具

7
折戸金具

8
室内用
アルミ建具

9
取 手
引 手

10

12
その他の
家具金物

13

諸金具

15
真  鍮
アンティーク

16

会社案内

収納吊金具
ショーケース
　金具

収納吊金具
ショーケース
金具　

スライドレール
ワイヤー
バスケット

11

物干金物
手摺金具

14

スライドレール
ワイヤー
バスケット

11

物干金物
手摺金具

14

施 工 ガ イ ド 施 工 ガ イ ド

製品紹介 196、198～199

設 計 ガ イ ド

製品紹介 197～199

設 計 ガ イ ド

レールには左右勝手があります。正面から見て左側の取り付け穴を基準に施工しますので、
レールをカットする場合は右側をカットしてください。
「★レール組み立て穴および壁面取付穴」は加工済みです。それ以外の穴はすべて別途穴
加工が必要となります。
図はレール左側の穴加工位置です。右側にも左右対称となる位置に同様の穴加工をして
ください。
左端部から60mmの位置にある穴は、右端部にはありませんので、レールカット後、60ｍｍ
の位置に穴加工をしてください。

●

●

●

●

レール加工時の

アウトセットFK-100（調整レール）

レールには左右勝手があります。正面から見て左側の取り付け穴を基準に施工しますので、
レールをカットする場合は右側をカットしてください。
「★壁面取付穴」と左側の各取付け穴は加工済みです。右側の穴はすべて別途穴加工が必
要となります。
図はレール左側の穴加工位置です。右側にも左右対称となる位置に同様の穴加工をして
ください。
左端部から10mmと60mmの位置にある壁面取付穴は、右端部にはありませんので、
レールカット後、同様の位置に穴加工をしてください。

●

●

●

●

レール加工時の

アウトセットHR-150-OS（単一レール）

32

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の納まり参考図

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の取付け方法
1.レールの取付け

2.戸当りの取付けと戸の吊込み

①FK-100と上部レールを専用板ナットで組
み立てます。※左端部の穴は戸当りの取付
けに使用します。

②「設計ガイド」の加工寸法を参考に、レールに穴
加工をします。戸当りやトリガー用の穴は上部
レールの内側から加工します。

穴加工後は、必ずレール内の
清掃をしてください。

③上部吊り車をレールに挿入し、レールを壁面に固定します。
サイドカバーを使用する場合はこの時に取付けます。

①上部戸当りをレールに取付けます。 ②667ページを参考に、トリガーと下部ガイドを
取付け、戸を吊り込みます。

③667ページを参考に、戸の位置調整をし、ソフ
トクローズの初回動作を確認します。

④下部戸当りを上部戸当りと位置を合わせ、床に取付
けます。

FK-100

HR-150

左端部の穴

専用板ナット

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の納まり参考図

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の取付け方法
1.レールの取付け

2.戸当りの取付けと戸の吊込み

①レールの右側を任意長さでカット後、「設計ガイド」の加工寸法を参考に、レールの右側
に穴加工をします。戸当りやトリガー用の穴は上部レールの内側から加工します。

穴加工後は、必ずレール内の
清掃をしてください。

②上部吊り車をレールに挿入し、レールを壁面に固定します。
HR-342を使用する場合はこの時に取付けます。

①上部戸当りをレールに取付けます。 ②667ページを参考に、トリガーと下部ガ
イドを取付け、戸を吊り込みます。

③667ページを参考に、戸の位置調整をし、
ソフトクローズの初回動作を確認します。

④下部戸当りを上部戸当りと位置を合わせ、床に取付
けます。

※サイドカバーを
　使用しない場合
　は不要

HR-150-OS

※HR-342を使用
　しない場合は不要

上部レールおよび吊り車 レール調整可能範囲

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形する恐れがあります。

※図はレール左側をあらわしており
　ます。右側は左右対称となります。 ※図はレール左側をあらわしており

　ます。右側は左右対称となります。

上部レールおよび吊り車

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形する恐れがあります。

使用条件 一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません。）　◇引戸の総質量：30kg（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：24～40mm
◇引戸の最小幅：790mm　◇使用温度範囲：5℃～40℃　◇クローズ速度調整：調整できません

使用条件 一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません。）　◇引戸の総質量：30kg（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：24mm～40mm
◇引戸の最小幅：790mm　◇使用温度範囲：5℃～40℃　◇クローズ速度調整：調整できません

壁面取付穴　φ5.5穴 φ7.5皿（右側にも同加工）

サイドカバー用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5 トリガー用穴 φ5.5
壁面取付穴　φ5.5穴 φ7.5皿

HR-342用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5 トリガー用穴 φ5.515

上部レール長さ=右側を任意長さでカット（最長2,400）

60 「★レール組み立て穴および壁面取付穴」ピッチ=300 300

26 17.5 16.5 25トリガー位置=181

36

FK-310※必要スペース
77

FCｰ292ｰK-H トリガー
FCｰ310

23
.5

戸と
上部
レー
ルの
すき
ま寸
法 
5～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

専用板ナット

FK-100
HR-150
FC-292-K-H

26

50

28

壁面からレールを持ち
出したい場合は、別途
スペーサーをご用意く
ださい。

サイドカバー

レール固定ねじは添付
されておりません。
別途皿タッピンねじ4×50
（推奨）をご使用ください。

戸と枠のすきま寸法=5以上

枠

壁

30
50

後加工が必要な穴。右側にも同様の後加工が必要。

26

3 3 33

16 3.5

上部レール長さ=右側を任意長さでカット（最長2,400）

60 「★壁面取付穴」ピッチ=300 300

26 17.5 16.5

8

9

25トリガー位置=181

36

FK-310※必要スペース
77

FCｰ292ｰK-H トリガー
FCｰ310

戸と
上部
レー
ルの
すき
ま寸
法 
5～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

HR-150-OS

FC-292-K-H

HR-342

レール固定ねじは添付
されておりません。
別途皿タッピンねじ4×50
（推奨）をご使用ください。

戸と枠のすきま寸法=5以上

枠

壁

レールの左側の各取付け穴は加工済み。右側には同様の後加工が必要。

12
45

56

35

壁面取付穴
φ5.5穴 φ7.5皿

677



10～100mm以内

付属ビス

1

2

マイナスドライバー等で押す

下にスライドさせ外します。

付属ビス

（先に取付けて位置の調整を

 行ってください。）

AC784の取付け

ストライク

ベース

ストライクピンは縦方向にセットします。

横方向に取付けると、扉をキャッチした際に

遊びが大きくなります。

（横方向の平面はレンチなどで高さ調整する

為のものです。）

ストライクピンの向き

良い例

縦向き 横向き

悪い例

良い例 悪い例

ストライクは垂直に取付けてください。

注意

ストライク上部の穴に付属の六角レンチを差し込んで時計

回りに押し回しますと、ストライクピンを下方向へ出すこと

ができます。床からの高さを3.5～5mmに調整してください。

（AC784の場合はレンチで調整後、ベースに取付けてください。）

ストライクの調整について

取付位置が決まりましたら、ストライクの下端部を扉の端面

に合わせての下段の長穴からビスを取付け、平行を出した後

上段のビスを取付けてください。

（AC784の場合は、ベースからマイナスドライバー等でロック

を解除し、ストライク部を外してから取付けてください。）

良い例

悪い例

扉

扉

余裕を見る 本体を取付ける位置は、

ストライクが扉の端から

１０～１００mmの間の

位置にくるように設置

してください。

また、扉を開けた時に

レバーハンドルが壁に

接触しない位置に取付

けてください。

ドアキャッチャーを

ヒンジ側方向に取付け

たり、壁際ギリギリの

位置などに取付けますと

扉のしなりでレバー

ハンドルが壁に接触する

ことがありますので扉

との余裕を見て検証

しながら位置を決めて

ください。

取付位置注意

付属ビス

付属ビス

（先に取付けて位置の調整を行ってください。）

1

2
ストライク

AC774の取付け

10～100mm以内

付属のレンチ

1
0
～

2
0
 

3
.
5
～

5
 

3
.
5
～

5
 

端部を合わせる

ストライクピン

付属のレンチ

外す

AC774

扉

床

AC784

扉

カバーは図の位置に置き、手のひら等で右

に回転させ完了します。

外す場合はこの逆の操作を行ってください。

ストライクの付いた扉を動かし、ストライク下部の突起がベー

スのバンパーに当たる位置で、取付け位置を決め、ベースをビス

にて取付けます。

次にリングをはめ、カバーを（図1）に従ってはめてください。

※厚み１１mm以上の直貼り床材使用の際は直にビス止めしてください。

※直貼りで厚み１１mm未満の床材の場合は付属の長ビスとエビモンゴ

 プラグをご使用ください。（裏面参照）

※カーペット敷きには専用（別売）のカーペットベースをご使用ください。

カバーの取付け方

③本体の取付け

①取付けの位置決め

カバーは手のひらで押しつけ回すと比較的楽に

取外しができます。

図1

NO.009

特徴・動作(AC774)

キャッチ状態

フリー状態

※扉がしなって
押しづらい時は
足で軽く押すと
楽に作動させる
ことが出来ます。

扉を押すとバンパーが押され、

リングが回転しキャッチ状態になります。

もう一度扉を押すとバンパーが押され、

リングが回転しフリー状態になります。

①

②

③

④

リング

バンパー

必ず施工前にこの取付説明を読み正しく施工してください。
AC-774/784ドアキャッチャー施工・取付説明書

設置条件：床と扉下部の隙間が１０～２０mmまでの対応。

②ストライクの取付け

注意

注意

リングを回し、図の位置

ワックスカバー

にしてはめてください

④取付後の確認と養生

確認が終わりましたら付属のワックス

カバーを本体にかぶせて養生してくだ

さい。

取付け完了後、リングが軽く回るか

確認してください。軽く回らない場合

は付属ビスを半回転位緩めると、改善

出来ます。（緩ませすぎに注意）

取付けが完了しましたら必ず動作確認を行って

ください。

※正常に作動しない場合、裏面を参照の上

対処してください。

カバー

ベース

リング

付属ビス

バンパー

注意 電動ドライバーを使用する場合は

最後まで締めこまず、手動ドライバー
にて軽く締めてください。

良い例 悪い例

注意

90° 

扉 扉

本体は扉に垂直に取付けてください。

注意
フローリングの継ぎ目は踏まないよう、取付けください。
止むをえずフローリングの継ぎ目を踏んで取付ける場合は
取付けビスを半回転くらい緩めて調整してください。
（緩ませすぎにご注意ください。）

フローリングの継ぎ目

良い例 悪い例

（本説明書は取付後も破棄せず、ワックスカバーと共にご使用者にお渡しください。） 

注意
ドアキャッチャーをご使用の際は必ず扉、
レバーハンドル等に手を添えた状態で押し
付けるようにご使用ください。 

開
戸
金
物

083

引
戸
金
物

折
戸
金
物

諸
金
物

引
手
金
物

施
工
手
順

開
戸
金
物

【カーペット上取付禁止】床金具をカーペット上に直接取付けないでください。取付面が不安定なため故障の原因となります。
【取付位置】床～扉側本体チリ寸法＝７～１３mm範囲（推奨：取付治具による設置 チリ=１０mm）をお勧め致します。

※取付高さやその他の要因（床や扉の傾き等）によって機能差が生じます。
【手動ドライバーの推奨】電動ドライバーをご使用の場合はネジを締めきらず、最後に手動ドライバーで締めつけてください。

強く締めすぎると、本来の機能を防げることがあります。

ご注意

扉側カバー

扉側本体

床側カバー

床側ベース

1

右図または下記のような取付
やご使用は、扉や壁、床、また
はロッキンカイト自体に破損
を生じさせる原因となります
のでご注意ください。

●設定範囲（チリ7～13mm）外では、キャッチ機能・ロック機能が正常に働きません。
●ロックモードのまま、扉を無理に閉めないでください。
●製品の性格上、扉金具が扉の面から突出しております。開閉時やご通行時には十分ご注意ください。
●上記要因や、お客様の誤操作・施工不良によって生じた損害に対し弊社は一切の責任を負わないものと致します。

扉側金具と床側金具の
センターがずれている

床側金具が扉に対して
垂直になっていない

梱包部品

使い方

扉側固定ネジ×4本
φ3.5×16 トラス

床側固定ネジ×3本
φ3.0×16 皿

取付治具
床～扉本体 チリ10mm設定

スペーサー×２枚
φ58.5×Ｈ1.8
クッションフロア等に取付ける
際に、ご使用ください。
クッションフロアを60mm以上
の円形にカットしてスペーサー
をセットします。

2

3

床側ベースを取付
ける位置まで扉を
開き、取付治具前

面のＶ溝（矢印位置×2）に
沿ってペン等で罫書きま
す。
※罫書き終わったら取付
治具を手前に引き抜いて
取外してください。

扉側本体を取付治具の上にセットし、扉の任意の位
置に軽く押し当てます。長穴（×2）を①で仮固定し、
取付位置を調整します。調整後、丸穴と長穴を①でし
っかり固定してください。

①トラスネジ
φ3.516

2で床に罫書いた印と、床側ベースの丸穴の位置を合
わせ、丸穴（×2）→長穴（×1）の順に、②でしっかり固定
してください。最後に床側カバーと扉側カバーを被せ
て取付完了です。

②皿ネジ
φ3.0

スイッチを下げる
扉を開閉可能にします

スイッチを上げる
扉が閉じないようにします

上側の切替スイッチを押す度に、フリーモード（解錠）とロックモード
（施錠）が切り替わります。
※スイッチの操作は、扉を手で軽く固定しながら行ってください。

●装置をロックしたまま扉を無理に閉めないでください。扉・壁・床、
またはロッキンカイト本体に破損を生じる原因となります。

フリーモード ロックモード

※何らかの要因で、取付治具をご
使用になれない場合は、最初に床
側ベースの長穴（×１）を仮固定し
位置調整をしてください。調整後、
３ヶ所の穴をしっかり固定してくだ
さい。

ロッキンカイト（NDS-005）取付施工手順

金具取付時のご注意

扉側金具が傾いている

床側金具が傾いているまたは、床に沈み込んでいる
（床側ベースが床に沈み込むと、カバーができません）

取付位置が適正範囲から
外れている

床
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【カーペット上取付禁止】床金具をカーペット上に直接取付けないでください。取付面が不安定なため故障の原因となります。
【取付位置】床～扉側本体チリ寸法＝７～１３mm範囲（推奨：取付治具による設置 チリ=１０mm）をお勧め致します。

※取付高さやその他の要因（床や扉の傾き等）によって機能差が生じます。
【手動ドライバーの推奨】電動ドライバーをご使用の場合はネジを締めきらず、最後に手動ドライバーで締めつけてください。

強く締めすぎると、本来の機能を防げることがあります。

ご注意

扉側カバー

扉側本体

床側カバー

床側ベース

1

右図または下記のような取付
やご使用は、扉や壁、床、また
はロッキンカイト自体に破損
を生じさせる原因となります
のでご注意ください。

●設定範囲（チリ7～13mm）外では、キャッチ機能・ロック機能が正常に働きません。
●ロックモードのまま、扉を無理に閉めないでください。
●製品の性格上、扉金具が扉の面から突出しております。開閉時やご通行時には十分ご注意ください。
●上記要因や、お客様の誤操作・施工不良によって生じた損害に対し弊社は一切の責任を負わないものと致します。

扉側金具と床側金具の
センターがずれている

床側金具が扉に対して
垂直になっていない

梱包部品

使い方

扉側固定ネジ×4本
φ3.5×16 トラス

床側固定ネジ×3本
φ3.0×16 皿

取付治具
床～扉本体 チリ10mm設定

スペーサー×２枚
φ58.5×Ｈ1.8
クッションフロア等に取付ける
際に、ご使用ください。
クッションフロアを60mm以上
の円形にカットしてスペーサー
をセットします。

2

3

床側ベースを取付
ける位置まで扉を
開き、取付治具前

面のＶ溝（矢印位置×2）に
沿ってペン等で罫書きま
す。
※罫書き終わったら取付
治具を手前に引き抜いて
取外してください。

扉側本体を取付治具の上にセットし、扉の任意の位
置に軽く押し当てます。長穴（×2）を①で仮固定し、
取付位置を調整します。調整後、丸穴と長穴を①でし
っかり固定してください。

①トラスネジ
φ3.516

2で床に罫書いた印と、床側ベースの丸穴の位置を合
わせ、丸穴（×2）→長穴（×1）の順に、②でしっかり固定
してください。最後に床側カバーと扉側カバーを被せ
て取付完了です。

②皿ネジ
φ3.0

スイッチを下げる
扉を開閉可能にします

スイッチを上げる
扉が閉じないようにします

上側の切替スイッチを押す度に、フリーモード（解錠）とロックモード
（施錠）が切り替わります。
※スイッチの操作は、扉を手で軽く固定しながら行ってください。

●装置をロックしたまま扉を無理に閉めないでください。扉・壁・床、
またはロッキンカイト本体に破損を生じる原因となります。

フリーモード ロックモード

※何らかの要因で、取付治具をご
使用になれない場合は、最初に床
側ベースの長穴（×１）を仮固定し
位置調整をしてください。調整後、
３ヶ所の穴をしっかり固定してくだ
さい。

ロッキンカイト（NDS-005）取付施工手順

金具取付時のご注意

扉側金具が傾いている

床側金具が傾いているまたは、床に沈み込んでいる
（床側ベースが床に沈み込むと、カバーができません）

取付位置が適正範囲から
外れている

床
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扉の傾き・上下調整

※電動ドライバーで取付ビスの締付けを行う場合はビスを締めきらず、最後に手動ドライバーで締め付けてください
　（扉へ金具をつける時は締めすぎないよう特にご注意ください）。

金具取付時のご注意

⑩
最後に戸先振れ止めを取付けます。

⑨扉の傾き及び上下の隙間を調整します。

マグネット式振れ止めを所定の位置に合わせネジにて固定します。

《扉の傾きの調整方法》

扉を垂直に起こす。 扉の上下を調整。

右回し＝扉上がる
左回し＝扉下がる

※左右調整と上下調整とはスパナの使用部が異な
　りますのでご注意ください。

※扉をしっかり支えながら作業を行ってください。

※仮固定しておいた床面取付板も、位置を合わせてネジ固定して
　ください。

床面取付板

ゆるめる

締まる

戸先振れ止め

（床面取付板）（床面取付板）

トラス木ネジトラス木ネジ
（3.1×16）
トラス木ネジトラス木ネジ
（3.1×16）

皿タッピングネジ
（3.5×16）

傾きの調整

上下の調整

傾き調整用上下調整用 調整用スパナ
（NP-41）

支持金具
左右調整

下軸受け金具
左右調整

下部ピボット
上下調整

●この時点で扉が傾いていたら垂直に調整してください。
上下支持金具の六角ネジを付属の調整用スパナでゆるめ扉を
垂直にしてから、六角ネジを締め付け完全に固定してください。

●扉の上下の隙間を調整してください。
下部ピボットの六角ナット部を付属の調整用スパナで回し扉の上
下位置を調整してください。

■振れ止め金具　NP-61

■金具の取付け方法
1.戸に付ける金具の取付け

■戸の吊込み

2.レールの取付け

3.下部ピボット受け金具の取付け

■戸の位置調整

図１

図３

図２

吊元側

吊元側

開き側

開き側

ピボット受け金具（HD-15）

吊元側 開き側

吊元側下部の
下部ピボット調整部

ピボット受け金具
（HD-11）

上部ピボット
（HD-14）

上レール
（HD-01）

下部ピボット受け金具
（HD-15）

下部ピボット
（HD-13）

案内ランナー
（HD-21）

吊元側 開き側 吊元側 開き側

 ピボット受け金具（HD-11）

上部ピボット
（HD-14）

レール
（HD-01）

①丁番を所定の位置に取付けます。
②戸に加工した穴に、下部ピボット（HD-13ま
たはHD-16）、上部ピボット（HD-14）、案内
ランナー（HD-21）を挿入します。

①上レールを取付ける前に、ピボット受け金具（HD-11）を上レール内
に挿入しておきます。（ゴムストッパーHD-12を使用する場合は、そ
れも先に挿入しておきます）

②レールを取付けてください。

①ピボット受け金具（HD-15）を床（または下枠）と縦枠に木ねじ止めします。

①ピボット受け金具（HD-11）は上レールに固定しないでフリーの状態
にして、図１のように、下部ピボット受け金具（HD-15）よりも開き側の
方へずらしておきます。
②戸を傾けて、下部ピボットをピボット受け金具（HD-15）に入れます。
　（図１）
③図２のように、戸を垂直に立てていきながら、上部ピボットを上レール
内のピボット受け金具（HD-11）に、次に上の案内ランナーを上レー
ルに入れます。

④吊元位置を定位置まで移動させ、最後に上下のピボット受け金具をス
パナでしっかりと固定してください。（図３）

①戸を閉めた状態で、下部ピボットの調整部をスパナ（HD-61）で回すと、戸
が上下します。

●例えば戸が図のように傾いている場合は、上レールのピボット受け金
具（HD-11）を吊元側に寄せ、下のピボット受け金具（HD-15）のプ
レート部を開き側に寄せて調整します。

戸の位置が上がり過ぎたり、下がり過ぎたりしている場合
➡下部ピボットで、上下調整をしてください

戸が傾いていたり、左右どちらかに寄り過ぎている場合
➡ピボット受け金具で、左右調整をしてください

施 工 ガ イ ド
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※ਣᐳ࠲イプと角ᐳ࠲イプの取付け方ᴺは共ㅢです。
 （イラストはਣᐳ࠲イプ）

٨プレートの取付け

プレートの取付けᐳ（᮸⢽⵾）෸び、
⴫␜ེのࡏスにはḴがಾってあります。
この࠲イプの取付けᐳは締め終わりを
と㖸で⍮らせるようにޠカチッޟ
なっています。
※C1プレートには᦭りません。

取付けのࡐイント：（C3/T2/V1プレートのみ）
締め込んでいきޟカチッޠと㡆った後、さらに⚂
半回転を目቟に、動作を確認しながら締めこんで
ください。
。の間で止めますޠカチッޟとޠカチッޟ※

ースのラッチが開㍤状態（ラッチがᒁ込む状態）のときにࠤ

。ーン、ࠦイン㍤は最ೋに本図位置の状態で設置してください࠲ࡓࠨ

※取付け後に正常にᯏ⢻しなくなるᕟれがあります。

ご注意　C1プレート/簡易シリンダー錠

　　　　　　ご利用時はネジの締めすぎに

　　　　　　ご注意ください。

ご注意　C1プレートはネジの締め

　　　　すぎにご注意ください。

ハンドル࿕ቯࡀジ

角⧌

٨レバーハンドルのࡔン࠹ナンスは、߿わらかいᏓなどで᜞くことをቯᦼ的に行ってくださ
 い。ᳪれがひどい場合、᳓またはਛᕈᵞ೷を᳓で5～10㧑⒟度に⭯めてᶐしたᏓをよくし߷
 り᜞き取ってください。ベンジン、ࠪ ンナー、アルࠦール、トイレ用ᵞ೷、㒐カビ೷、Ⴎ⚛♽ᵞ೷、
 ᒝ㉄およびᒝアルカリᕈ⮎ຠ等は使用しないでください。

LWࠤースロック（ਣᐳC1/C3/C9角ᐳT2/T3/G1/V1プレート用）

ਣᐳ（⴫）

フロント

ストライク࿕ቯࡀジ

ストライク

レバーハンドル

⴫␜ེ㧛間઀ಾེ

ラッチ

ースロック㧸㨃ࠤ

ーンベース࠲ࡓࠨ

ਣᐳベース

ジࡀーン࿕ቯ࠲ࡓࠨ

ーンカバー࠲ࡓࠨ

ਣᐳカバー

レバーハンドル

ਣᐳ࿕ቯࡀジ

ジࡀースロック࿕ቯࠤ

ᝄれ㒐止ࡀジ

ㅢ常࿕ቯࡀジ

V1プレートの取付け角度ᓸ調整。

V1プレートの⵬ഥᯏ⢻

V1プレートの࿕ቯはㅢ常࿕ቯࡀジのみでも໧㗴

ありませんが、ᝄれ㒐止ࡀジを使用して、ᐳの

端部を直接、扉面に止めることにより正確に

᳓平を取ることが出来ます。

※角度の調整は2～3度が㒢⇇です。ߘれ以上

行いますと、᮸⢽ᐳが破៊するᕟれがあります。

L W

長ᐳカバー

長ᐳ（⴫）

Kプレート

Kプレート

Rプレート

Rプレート

ースロック 㧸㨃ࠤ

取付ᐳ

長ᐳ࿕ቯࡀジ

ストライク࿕ቯࡀジ

ジࡀースロック࿕ቯࠤ

フロント

ストライク

ハンドル࿕ቯࡀジ

ジの締めすぎ注意ࡀ

扉がഀれたりࠤ、 ースを࿶ㄼして

動きが悪くなる場合があります。

※電動工ౕは使わず、手動で動作

確認をしながら締めてください。

レバーハンドル

取付位置：縦

ࠦイン㍤

取付位置：縦

⊕：␜ーン⴫࠲ࡓࠨ

R・Kプレート取付け前の調整

ࠦ、ーン࠲ࡓࠨ イン㍤は取付前に下図位置の状態に調整して

ください。取付後に正常にᯏ⢻しなくなるᕟれがあります。

٨レバーハンドル・セット内ኈとฦ部のฬ⒓

٨本説明書は取付け後もᑄ棄せずご使用者にお渡しください。

レバーハンドル取付説明書 L ZL WR 42T・L ZL WK 42T

LWࠤースロック（長ᐳR・Kプレート用）

٨レバーが右にある場合：

ࠦイン㍤をᏀに回すと解㍤になります。

٨レバーがᏀにある場合：

ࠦイン㍤を右に回すと解㍤になります。

⴫␜ེ：⿒

ࠦイン㍤：横

⴫␜ེ：⊕

イラスト：レバー右側時

施㍤されている場合下図のような状態になっています。

ࠦイン㍤のḴにࠦイン、またはマイナスドライバーを౉れます。

⴫␜ེ側からの解㍤の手㗅（✕ᕆ時）※ቶ内側から㎛がដかってしまった場合。

   ቟ోに㑐するご注意

٨取付けの際は、取ᛒ説明書をご確認の上、正しく施工してください。

 また取付け後、必ず動作確認をしてください。

施工がਇ完ోな場合ࠟ࠷࠲キ・はずれ等によりࠟࠤをするおߘれがあります。

٨໡ຠの取ᛒ説明書は、取付け後もᑄ棄せずご使用者にお渡しください。

٨用ㅜ以外のご使用はしないでください。はずれ等によりࠟࠤをするおߘれがあります。

٨ደ外など᳓がかかったりḨ᳇がᄙい場ᚲには設置しないでください。

 部ຠなどが⣣㘩して、破៊し߿すくなりࠟࠤをするおߘれがあります。

٨必ⷐ以上の⩄㊀をかけますと部ຠ等がはずれࠤ、 ࠟなどのේ࿃になりますのでご注意ください。

໡ຠについて
٨ᑷ␠ハンドルࠪリー࠭は、すߴてቶ内専用です。

٨ᑷ␠ハンドルࠪリー࠭は、セット⽼売がၮ本です。

 ઁ␠パー࠷との⚵合せによるਇౕ合には⽿છを⽶いかߨますのでご了ᛚください。

٨ハンドル等に付いている養生ࠪートは工੐終了まで外さないでください。

٨レバーハンドルのࡔン࠹ナンスは、߿わらかいᏓなどで᜞くことをቯᦼ的に行ってくださ

い。ᳪれがひどい場合、᳓またはਛᕈᵞ೷を5～10㧑⒟度にᏗ㉼したもので᜞き取ってくだ

さい。ベンジン、ࠪ ンナー、アルࠦール、トイレ用ᵞ೷、㒐カビ೷、Ⴎ⚛♽ᵞ೷、ᒝ㉄およびᒝ

アルカリᕈ⮎ຠ等は使用しないでください。
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レバーハンドル

取付けのࡐイント：

締め込んでいきޟカチッޠと㡆った後、さらに⚂

半回転を目቟に、動作を確認しながら締めこんで

ください。

。の間で止めますޠカチッޟとޠカチッޟ※

ỽἓἕ

Kプレートの取付けᐳ(᮸⢽⵾)のࡏスにはḴがಾってあり、締め終わり

をޟカチッޠと㖸で⍮らせるようになっています。

※Rプレートは対応しておりません。

Kプレート取付け

⦪ᡞඛ᪉ྥഃᶓ

࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

ᡞඛ᪉ྥ

࣮ࢲࣥࣜࢩ

࣮ࢲࣥࣜࢩ

ࡳ㎸ࡋᕪࢆ࣮࢟

ᡞᑼ᪉ྥ࡟ᅇࡽ࠿࡚ࡋ

ᡞඛ᪉ྥ࡟ᅇ࡚ࡋ

ྲྀ௜ࠋࡍࡲࡅ

ࠊࡀࡍ౛࡛ࡢࣉ࢖ࢱ୸ᗙࡣࢺࢫࣛ࢖ͤ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅせ㡿࡛ྲྀ௜ࡌྠࡶ㛗ᗙࠉ

ྲྀ௜๓࣭࣮ࢲࣥࣜࢩࡢ ⨨఩ࡢ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

᪋ᕤࡢᡭ㡰 ͤㄗྲྀࡓࡗ௜࡜ࡍࡲ࠸⾜ࢆࡅṇᖖ࡟సືࡈ࡛ࡢࢇࡏࡲࡋὀពࠋ࠸ࡉࡔࡃ

1 ࠿࠸࡞࡚ࢀࡉࢡࢵࣟࡀࢫ࣮ࢣࢡࢵࣟ࡟ࡵࡌࡣ 

☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

2 ࠊྲྀࡳ㎸ࡋᕪࢆ࣮࢟ࡢ௜ᒓ࡟࣮ࢲࣥࣜࢩ  ௜ࡅ

ᅇ࡟ᡞඛ᪉ྥഃࠊࡽ࠿࡚ࡋᅇ࡟ᡞᑼ᪉ྥഃࡢᡬࡿ

ࠋ㸦ᶓ఩⨨㸧ࡍࡲࡋ

3 ࠋࡍࡲࡁ࠾࡚ࡋ࡟⨨఩⦪ࢆ࣑࣐ࢶࡣ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ 

ྲྀࡽࡀ࡞ࡋಖ☜ࢆ⨨఩ࡢ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ࡜࣮ࢲࣥࣜࢩ

௜ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ

4 ṇᖖࡀ㘽࡟๓ࡿࡅ௜ྲྀࢆ࣮ࣂ࢝ࡢ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ 

ࢡ࣭ࢵࣟ࡟ ゎ㝖࡛ື࠿ࡿࡁస☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࢆ

ͤึᮇタᐃࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞࡟⦪ࡣ

㸦୸ᗙ࣭ 㛗ᗙව⏝㸧

௜ㄝ᫂᭩ྲྀࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂࣞ

⡆࣮᫆ࢲࣥࣜࢩ㘄

࣮࢟

①
②

①②

ែ≦࡞ṇᖖۑ

ࢿࣂ ࢿࣂࡓࢀࡎࡣ

ែ≦ࡓࢀእࡀࢿࣂۑ

ὀពࡈࡿࡍ㛵࡟⏝౑ࡈ

ྲྀ௜࡟ࡅ㛵ࡈࡿࡍὀព

ࠊᤲࡽࡓࡋእࢆࢢࣥࣜ࡜ࢱࣇ 㝖ᶵࢲ࣮࢔࢚ࡸ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸㝖ࡾྲྀࢆ➼ࣜࢥ࡛࣍➼࣮ࢱࢫ

㸦࡟ࢀࡎࡣࡢࢿࣂὀព㸧

ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃࡍࡸࡋᅇ࡜ࡿࡵࡣࢆ➼⿄ᡭ࣒ࢦ

㸦15ᗘ௨ୖࡣᅇࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞ࡉ㸧     

ࡀࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂࣞ࡟᫬ࡓࡅ㛤ࢆᡬࠊࡣ㝿ࡿࡅ௜ྲྀࢆ࣮ࣕࢳࢵࣕ࢟࢔ࢻە

ቨ࡟᥋ゐ࠸࡞ࡋ఩⨨ྲྀ࡟௜ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ

ᡬࡀࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂ࡛ࣞࡾ࡞ࡋࡢቨ࡟᥋ゐࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞࡜௙ᵝࡿࡅ௜ྲྀ࡚࡟ࢫࣅᮌ࡟ᗋࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇࡣᮏ〇ရە

ࠋ࠸ࡉࡔࡃព⏝ࡈࢆ࣮ࢱࣉࢲ࢔ࡢ኎ูࡣ࡟㠃ࢺࢵ࣮࣌࢝

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞ࡅ௜ྲྀ࡟⨨఩ࡄࡓࡲࢆ┠ࡂ⥅ࡢࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇە

ࢢࣛࣉࢦࣥࣔࣅ࢚࡜ࢫࣅ㛗ࡢ௜ᒓࡣሙྜࡢᗋᮦࡢ‶t11mmᮍ࡛ࡾ㈞┤ە

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ⏝౑ࡈࢆ

ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛⏝౑ࡈࡣ࡟㠃ࣝ࢖ࢱࡸࡅ㠃┤௜ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥە

ࡃ࡛࠸࡞ࡋ⨨タࡣ࡟ሙᡤ࠸ከࡀẼ‵ࡾࡓࡗ࠿࠿ࡀỈ࡝࡞ᾎᐊࡸᒇእە

ࠋ࠸ࡉࡔ

ࠊ᭱ࡋ࡜࡛ࡲ㏵୰ࡣሙྜࡿࡍࡵṆࢫࣅ࡛࣮ࣂ࢖ࣛࢻ㟁ືە ᚋࡣᚲࡎᡭື

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࢆࡳ㎸ࡵࡋ࡚࡟࣮ࣂ࢖ࣛࢻ

1
1
ᮍ
‶

2
5
῝
ࡉ

ȭ5ࣝࣜࢻᚄ

ᗋᮦ
ȭ3X35ࢫࣅ

ࣈࣛࢫ

ṇᖖ࡟సື࠸࡞ࡋሙྜࣝࣈࣛࢺࡢᑐᛂ⾲

 㸧ࠋࡍࡲ࠸ㄪᩚ㢪ࡽࡓࡗᛮ࡜࠸◳ࠋࡍࡲࡾᅇࡃᣦ࡛㍍ࡣࢢ㸦㏻ᖖࣜࣥ࠸ࡃ࡟ࡾ㸤ᅇ࠸࡞ࡽᅇࡀࢢࣥࣜ

մྲྀ௜ࡅ᫬ࡀ࣑ࢦࡸࣜࢥ࣍࡟ධࠋࡓࡗ

ճ࡛࠸ࡓࡲࢆ┠ࡂ⥅ࡢࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇ

 ྲྀ௜ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ

ղෆ㒊ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡎࡣࡀࢢࣥࣜࣉࢫࡢ ࠋࡍࡲࡋᡠࢆࢢࣥࣜࣉࢫࠊࡅ㛤ࢆ⵹ە

ࠋࡍࡲࡁ㜵Ṇ࡛ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡅ௜ࢆ࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ࣡ͤ 

 ͤタ⨨ᚋ࣡ࢆ࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ௜ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡅ㜵Ṇ࡛ࠋࡍࡲࡁ

ࠊᤲࡅ㛤ࢆ⵹ە 㝖ᶵ࣮ࢱࢫࢲ࣮࢔࢚ࡸ➼࡛Ύᤲࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆ

ղ࣮ࣃࣥࣂ㒊ࡀ࣑ࢦࡸࣜࢥ࣍࡟ධ࡚ࡗᡠࡀࡾ

 ᝏࠋ࠸  ͤᕤᮇ୰ࢆ࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ࣡ࡣ௜ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡅ㜵Ṇ࡛ࠋࡍࡲࡁ

 ͤᕤᮇ୰ࢆ࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ࣡ࡣ௜ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡅ㜵Ṇ࡛ࠋࡍࡲࡁ

ࠊᤲࡅ㛤ࢆ⵹ە 㝖ᶵ࣮ࢱࢫࢲ࣮࢔࢚ࡸ➼࡛Ύᤲࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆ

㸧ࠋࡍࡲࡾࡇ㉳࡟᫬࠸࡞ࡾ㊊ࡋ㸦ᢲ ࠸࡞ࡋᏳᐃࡾࡓࡗ࠿࡞ࡋࠊࡾࡓࡋࢳࢵࣕ࢟

ࠊࣜࡎࡅ௜ࢆ࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ㸦タ⨨ᚋ࣡ ࠸࡞ࡽࡁࡾᅇ࡛ࡲᚋ᭱ࡀࢢࣥࣜ ⨨㏵୰఩⨨࡛㛗᫬㛫ᨺࡀࢢࣥ
㸧ࠋࡍࡲࡾࡇ㉳࡟ሙྜࡓ࠸࡚ࢀࡉ               

ղቨࡀࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂࣞ࡟ᙜࠋࡿ࠸࡚ࡗࡓ ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ௜ྲྀ࡚ࡋ㞳ࡾࡼቨࠋࢇࡏࡲࡾ࠶㐺ṇ࡛ࡀ⨨఩ࡅ௜ྲྀࡢᮏయە

సື᫬࡟␗㡢ࡿࡍࡀ 㸦ࡢ➼◁ࡸ࣑ࢦ౵ධࡸኚᙧࡾࡼ࡟㉳ࠋࡍࡲࡾࡇ㸧

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ⤡㐃ࡈ࡬㈍኎ᗑ࡚ࡵࡸࡣ➼ศゎ࡞⌮↓ࠊࡽࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈࡀࣝࣈࣛࢺࡢグ௨እୖە

ձྲྀ௜ࡅ᫬࣍ࡀ࣑ࢦࡸࣜࢥධࠋࡓࡗ ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋὀἜ࡛➼࣮ࣞࣉࢫࣥࢥࣜࢩࡢᕷ㈍ࠊࡋࢆΎᤲࡅ㛤ࢆ࣮ࣂ࢝ە

ղᗋ㠃ࠋࡿ࠸࡛ࢇࡀࡺࡀ ࠊྲྀ࠿ࡿ࠼ኚࢆሙᡤࡅ௜ྲྀە ௜༙ࢆࢫࣅࡅᅇ㌿఩⦆ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡵ

ࢆỈᖹࡁᩜ࡟ᗏ㒊ࢆ➼ࣉ࣮ࢸࣟࢭࣉ࣮ࢸࡓࡡ㔜ࠊࡣሙྜ࡞┠㥏ࡶ࡛ࢀࡑ 

 ฟࠋࡍࡲࡋ

ճྲྀࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫ௜ࡅ఩⨨ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗྜࡀ ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋㄪᩚࢆࡉ㧗ࠊ࠸౑ࢆࢳභゅࣞࣥࡢ௜ᒓە

ձᡬࠊࣞ࠸ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡋࡀ ࡟ቨࡀࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂ

 ᙜࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡗࡓ

ᡞඛ➃㠃᪉ྥࡢᡬࠊࡋ㞳ࡾࡼቨࠋࢇࡏࡲࡾ࠶㐺ṇ࡛ࡀ⨨఩ࡅ௜ྲྀࡢᮏయە

ཧ↷㸧ࡅ௜ྲྀࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫ㸦ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ௜ྲྀ࡚ࡏᐤ࡟ 

ձ࣡ືྍ࡛ࢫࢡࢵ㒊ࡀᅛࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ

ձࣜࣥࢆࣥࣙࢩࣥࢸ࡟ࢢ୚ࡀࢭࢡ࡟ࢿࣂࡿ࠼

 ௜ࠋࡿ࠸࡚࠸

յࡀࢡ࢖ࣛࢺࢫᡞᙜ࣮ࣃࣥࣂࡢࡾ㒊࡟

 ᙜࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗࡓ

ն࣮࢝࣌࡟ࢺࢵ┤௜ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡅ

㸦▐㛫⾪ᧁ60Kg࣭ࡣࡓࡲࠊᢲ௜᪉ྥ40kgfࡣⲴ㔜⪏ࡢᮏ〇ရ᪋ᕤᚋە m/s㸧ᘬࡁ᪉ྥ50Kgf࡛ࢀࡑࠋࡍ௨

ࢆ࢞ࢣ࡚ࡋᦆ◚ࡀ➼ᡞ㸧ࢫᡬ㸦࢞ࣛࠊ࠸ࡲࡋ࡚ࡅᢤࡀࣥࣆࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫࠊ࡜ࡍࡲ࠼ຍࢆⲴ㔜ࡢୖ

㸦60Kg࣭ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡍ m/s㸻12ᡯ௨ୗࡢᏊ౪⣙25Kgࡢ඲㌟⾪✺ࡿࡼ࡟㐠ື㔞࠸࡚ࡋ࡜

㸧ࠋࡍࡲ

ࠊⅭࣟࡢᦆ㜵Ṇ◚࡜ࡿ࠿᥃ࡀ㈇Ⲵࡢᚲせ௨ୖࡣᮏ〇ရە ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉタィ࡟࠺ࡼࡿࢀእࡀࢡࢵ

ࢳࢵࣕ࢟࢔ࢻࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠶ࡀሙྜࡿࢀእࡀࢡࢵ࡛ࣟ➼㢼ࡢࡽ࠿❆ࡸ㛵⋟ࠊᙉ㢼᫬࡚ࡗࡀࡓࡋ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡵ㛢ࢆᡬࡎࢃ౑ࢆ࣮ࣕ

ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟ཎᅉࡢᦆ◚ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞ࡏ஌ࢆ≀㔜㔞ࡢ➼Ꮚ᳔ࡸࢫࣥࢱࠊࡾࡓࡗ஌࡟ୖࡢ〇ရە

ࠊ࣡ࡣ㝿ࡢࡅࡀࢫࢡࢵ࣡ە ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆ⏕㣴࡚ࡵࡣࢆ࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ

௙᪉ࡢࢀᡭධ࠾۔

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞ࡽࡍࡇࡃᙉ࡟ᚲせ௨ୖࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸ᣔࡃᕸ࡛㍍࠸࠿ࡽࢃࡸࡓࡋ⇱஝࡟ᐃᮇⓗە

㸦࢟ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇࡃࡘࡀࢬ㸧ࠊࡓࡲở࠸࡝ࡦࡀࢀሙྜࠊࡣỈࡸỈࢆ୰ᛶὙ๣࡛5㹼10㸣⛬ᗘⷧ࡟

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡆᕸ࡛௙ୖࡓ࠸஝ࠊࡾྲྀࡁࡩ࡚ࡗࡰࡋࡃࡼࢆᕸࡓࡋᾐ࡚ࡵ

ࡃᙉࠊࡅ௜ࡋᢲࢆࡽࡦࡢᡭ࡟࣮ࣂ࢝࡟࠺ࡼࡢୗᅗࠊࡣሙྜࡓࡗ࡞ࡃᝏࡀࡁືࡾࡼ࡟➼◁ࡸࣜࢥ࣍ە

ᢲࡋ㎸ࡽࡀ࡞ࡳ᫬ィ࡜཯ᑐ᪉ྥ15࡟ᗘᅇࡀࢱࣇࠊ࡜ࡍእࠋᤲࡍࡲࢀ 㝖ᚋ࡛࣮ࣞࣉࢫࣥࢥࣜࢩࡣὀ

Ἔࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ      

ࠊࣜࡅ㛤ࢆ࣮ࣂ࢝ە ࠋࡍࡲࡋㄆ☜ࢆసືࠊࡅ෌ᗘ⤌௜࡚ࡋእࢆࢢࣥ

 ኱᢬ࡃືࡣᵝࠊືࡀࡍࡲࡾ࡞࡟ ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟஺᥮ࡣሙྜ࠸࡞࠿

ࡍࡲ࠸࡚ࢀࡎࡀ⨨఩ࡅ௜ྲྀࡢᮏయࡿࡍᑐ࡟ࢡ࢖ࣛࢺࢫ.1

2.ᡬ࡟ᑐࡿࡍᮏయྲྀࡢ௜ࡅゅᗘࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡎࡀ

ࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࡗྜࡀࡉ㧗ࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫ.3

 ௜ᒓࡢභゅࣞࣥࢆࢳ౑࠸㧗ࢆࡉㄪᩚࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣࡅ௜┤࡟ࢺࢵ࣮࣌࢝ࡲࡲࡢࡑە

 ู኎ࡢᑓ⏝࣮࢝࣌ࡈࢆࢫ࣮࣋ࢺࢵ౑⏝ࠋ࠸ࡉࡔࡃ

ࢵࢳ࢝ࠕࠊࡋᅇࡾࡃࡗࡺࢆࢢࣥࣜە 㸰᫬㛫௨ୖᨺࠊࡵᡤ࡛Ṇࡓࡋࡀ㡢ࠖ࡜

ࠋࡍࡲࡾ┤࡜ࡃ㡬࡚ࡋ⨨

ࠋࡍࡲࡾࡇ㉳࡟⛥࡜ࡿࡍែ࡛᧯స≦ࡓࡅ㛤ࢆ࣮ࣂ࢝ͤ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ௜ྲྀࡽ࠿࡚ࡋᡠ࡟⨨఩ࡢඖࢆࢿࣂࡓࢀࡎࡣ

ͤᮏయࡀᗋࡢẁᕪࡿ࠸࡛ࢇࡀࡺࡾࡼ࡟஦ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡀ

࣮ࣂ࢝

ࠊྲྀ࠿ࡿࡅ㑊ࢆẁᕪࡸ┠ࡂ⥅ە ௜༙ࢆࢫࣅࡅᅇ㌿఩⦆࡚ࡵㄪᩚ࡚ࡋ

㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃὀពࡈ࡟ࡂࡍࡏࡲ⦅㸦ࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

ࢺࢵ࣮࣌࢝ࡢ኎ูࡣሙྜࡓࡗ࠿࡞ࡁㄪᩚ࡛ゎỴ࡛ࡿࡼ࡟ࡵ⦅ࡢࢫࣅە

ࠋࡍࡲࡋฟࢆỈᖹࡁᩜ࡟ᗏ㒊ࢆ➼ࣉ࣮ࢸࣟࢭࣉ࣮ࢸࡓࡡ㔜ࡸࢫ࣮࣋ 

㸧ࠋࡍཎᅉ࡛ࡢୗグ࡟ࡶ࠾㸦ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ┤ࡅ௜ྲྀ࡟⨨఩࡞㐺ṇە

ᤲ㝖ᶵ ࣮ࢱࢫࢲ࣮࢔࢚

NO.005

10㹼100mm௨ෆ

௜ᒓࢫࣅ

1

2

ࡍᢲ࡛➼࣮ࣂ࢖ࣛࢻࢫࢼ࢖࣐

ୗࡏࡉࢻ࢖ࣛࢫ࡟እࠋࡍࡲࡋ

௜ᒓࢫࣅ

㸦ඛྲྀ࡟௜࡚ࡅ఩⨨ࡢㄪᩚࢆ

㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ 

AC784ྲྀࡢ௜ࡅ

ࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ࢫ࣮࣋

ࠋࡍࡲࡋࢺࢵࢭ࡟᪉ྥ⦪ࡣࣥࣆࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ᶓ᪉ྥྲྀ࡟௜ࠊ࡜ࡿࡅᡬࡓࡋࢳࢵࣕ࢟ࢆ㝿࡟

㐟ࡀࡧ኱ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃࡁ

㸦ᶓ᪉ྥࡢᖹ㠃࡛࡝࡞ࢳࣥࣞࡣ㧗ࡉㄪᩚࡿࡍ

Ⅽࠋࡍ࡛ࡢࡶࡢ㸧

ࡁྥࡢࣥࣆࢡ࢖ࣛࢺࢫ

Ⰻ࠸౛

ࡁྥ⦪ ᶓྥࡁ

ᝏ࠸౛

Ⰻ࠸౛ ᝏ࠸౛

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ௜ྲྀ࡟┤ᆶࡣࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ὀព

᫬ィ࡛ࢇ㎸ࡋᕪࢆࢳභゅࣞࣥࡢ௜ᒓ࡟✰ࡢ㒊ୖࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ᅇ࡟ࡾᢲࡋᅇࢆࣥࣆࢡ࢖ࣛࢺࢫࠊ࡜ࡍࡲࡋୗ᪉ྥ࡬ฟ࡜ࡇࡍ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋㄪᩚ࡟3.5㹼5mmࢆࡉ㧗ࡢࡽ࠿ᗋࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ

㸦AC784ࡢሙྜ࡛ࢳࣥࣞࡣㄪᩚᚋ࣋ࠊ 㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ௜ྲྀ࡟ࢫ࣮

࡚࠸ࡘ࡟ㄪᩚࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ྲྀ௜఩⨨ࡀỴࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫࠊࡽࡓࡋࡲࡾࡲୗ➃㒊ࢆᡬࡢ➃㠃

ᚋࡓࡋฟࢆ⾜ᖹࠊࡅ௜ྲྀࢆࢫࣅࡽ࠿✰㛗ࡢୗẁࡢ࡚ࡏࢃྜ࡟

ୖẁྲྀࢆࢫࣅࡢ௜ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ

㸦AC784ࡢሙྜࠊ࣋ࡣ ࢡࢵ࡛ࣟ➼࣮ࣂ࢖ࣛࢻࢫࢼ࢖࣐ࡽ࠿ࢫ࣮

㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ௜ྲྀࡽ࠿࡚ࡋእࢆ㒊ࢡ࢖ࣛࢺࢫࠊࡋゎ㝖ࢆ

Ⰻ࠸౛

ᝏ࠸౛

ᡬ

ᡬ

వ⿱ࢆぢࡿ ᮏయྲྀࢆ௜ࡿࡅ఩⨨ࠊࡣ

ࡽ࠿➃ࡢᡬࡀࢡ࢖ࣛࢺࢫ

㸯㸮㹼㸯㸮㸮mmࡢ㛫ࡢ

఩⨨࡟࠺ࡼࡿࡃ࡟タ⨨

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

࡟᫬ࡓࡅ㛤ࢆᡬࠊࡓࡲ

࡟ቨࡀࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂࣞ

᥋ゐ࠸࡞ࡋ఩⨨ྲྀ࡟௜

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ

ࢆ࣮ࣕࢳࢵࣕ࢟࢔ࢻ

ࡅ௜ྲྀ࡟ഃ᪉ྥࢪࣥࣄ

ࡢࣜࢠࣜࢠቨ㝿ࠊࡾࡓ

఩⨨࡟࡝࡞ ௜ྲྀ࡜ࡍࡲࡅ

ᡬ࣮ࣂ࡛ࣞࡾ࡞ࡋࡢ

ࡿࡍ᥋ゐ࡟ቨࡀࣝࢻࣥࣁ

ᡬ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡜ࡇ

ぢ᳨࡚ドࢆ⿱వࡢ࡜

࡚ࡵỴࢆ⨨఩ࡽࡀ࡞ࡋ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ

ྲྀ௜఩⨨ὀព

௜ᒓࢫࣅ

௜ᒓࢫࣅ

㸦ඛྲྀ࡟௜࡚ࡅ఩⨨ࡢㄪᩚࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࢆ㸧

1

2
ࢡ࢖ࣛࢺࢫ

AC774ྲྀࡢ௜ࡅ

10㹼100mm௨ෆ

௜ᒓࢳࣥࣞࡢ

1
0
㹼
2
0
 

3
.
5
㹼
5
 

3
.
5
㹼
5
 

➃㒊ࡿࡏࢃྜࢆ

ࣥࣆࢡ࢖ࣛࢺࢫ

௜ᒓࢳࣥࣞࡢ

እࡍ

AC774

ᡬ

ᗋ

AC784

ᡬ

ྑ࡛➼ࡽࡦࡢᡭࠊࡁ⨨࡟⨨఩ࡢᅗࡣ࣮ࣂ࢝

ࠋࡍࡲࡋ᏶஢ࡏࡉᅇ㌿࡟

እࡍሙྜࡢࡇࡣ㏫ࡢ᧯సࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࢆ

࣮࣋ࡀ㉳✺ࡢୗ㒊ࢡ࢖ࣛࢺࢫࠊࡋ࠿ືࢆᡬࡓ࠸௜ࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ࠊྲྀ࡛⨨఩ࡿࡓᙜ࡟࣮ࣃࣥࣂࡢࢫ ௜ࡅ఩⨨ࢆỴࠊ࣋ࡵ ࢫࣅࢆࢫ࣮

ࠋࡍࡲࡅ௜ྲྀ࡚࡟

ḟࠊ࢝ࡵࡣࢆࢢࣥࣜ࡟ ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡵࡣ࡚ࡗᚑ࡟㸦ᅗ1㸧ࢆ࣮ࣂ

ͤཌࡳ㸯㸯mm௨ୖࡾ㈞┤ࡢᗋᮦ౑⏝ࡢ㝿ࢫࣅ࡟┤ࡣṆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡵ

ࢦࣥࣔࣅ࢚࡜ࢫࣅ㛗ࡢ௜ᒓࡣሙྜࡢᗋᮦࡢ‶㸯㸯mmᮍࡳཌ࡛ࡾ㈞┤ͤ

㸦⿬㠃ཧ↷㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ⏝౑ࡈࢆࢢࣛࣉ 

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ⏝౑ࡈࢆࢫ࣮࣋ࢺࢵ࣮࣌࢝ࡢᑓ⏝㸦ู኎㸧ࡣ࡟ࡁᩜࢺࢵ࣮࣌࢝ͤ

᪉ࡅ௜ྲྀࡢ࣮ࣂ࢝

ճᮏయྲྀࡢ௜ࡅ

ձྲྀ௜ࡢࡅ఩⨨Ỵࡵ

࡟ẚ㍑ⓗᴦ࡜ࡍᅇࡅࡘࡋᢲ࡛ࡽࡦࡢᡭࡣ࣮ࣂ࢝

ྲྀእࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡋ

ᅗ1

NO.008

≉ᚩ࣭ ືస(AC774)

ែ≦ࢳࢵࣕ࢟

ែ≦࣮ࣜࣇ

ͤᡬ࡚ࡗ࡞ࡋࡀ
ᢲ࠸ࡽ࡙ࡋ᫬ࡣ
㊊࡛㍍ࡃᢲ࡜ࡍ
ᴦ࡟సືࡿࡏࡉ
ࠋࡍࡲฟ᮶ࡀ࡜ࡇ

ᡬࢆᢲࡀ࣮ࣃࣥࣂ࡜ࡍᢲࠊࢀࡉ

ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟ែ≦ࢳࢵࣕ࢟ࡋᅇ㌿ࡀࢢࣥࣜ

ࠊࢀࡉᢲࡀ࣮ࣃࣥࣂ࡜ࡍᢲࢆᗘᡬ୍࠺ࡶ

ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟ែ≦࣮ࣜࣇࡋᅇ㌿ࡀࢢࣥࣜ

ձ

ղ

ճ

մ

ࢢࣥࣜ

࣮ࣃࣥࣂ

ᚲࡎ᪋ᕤ๓ྲྀࡢࡇ࡟௜ㄝ᫂ࢆㄞࡳṇࡃࡋ᪋ᕤࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ
AC-774/784࣮ࣕࢳࢵࣕ࢟࢔ࢻ᪋ᕤ࣭ ྲྀ௜ㄝ᫂᭩

タ⨨᮲௳㸸ᗋ࡜ᡬୗ㒊ࡢ㝽㛫ࡀ㸯㸮㹼㸰㸮mmࡢ࡛ࡲᑐᛂࠋ

ղྲྀࡢࢡ࢖ࣛࢺࢫ௜ࡅ

ὀព

ὀព

⨨఩ࡢᅗࠊࡋᅇࢆࢢࣥࣜ

࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ࣡

࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡵࡣ࡚ࡋ࡟

մྲྀ௜ᚋࡢ☜ㄆ࡜㣴⏕

☜ㄆࡽࡓࡋࡲࡾࢃ⤊ࡀ௜ᒓࢫࢡࢵ࣡ࡢ

ࡔࡃ࡚ࡋ⏕㣴࡚ࡏࡪ࠿࡟ᮏయࢆ࣮ࣂ࢝

ࠋ࠸ࡉ

ྲྀ௜ࡅ᏶஢ᚋࣜࠊ ࠿ࡿᅇࡃ㍍ࡀࢢࣥ

☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㍍ࡃᅇ࠸࡞ࡽሙྜ

ᨵၿࠊ࡜ࡿࡵ⦅ᅇ㌿఩༙ࢆࢫࣅ௜ᒓࡣ

ฟ᮶ࠋࡍࡲ㸦⦆࡟ࡂࡍࡏࡲὀព㸧

ྲྀ௜ࡀࡅ᏶஢ࡽࡓࡋࡲࡋᚲືࡎస☜ㄆ࡚ࡗ⾜ࢆ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ

ͤṇᖖ࡟సື࠸࡞ࡋሙྜࠊ⿬㠃ࢆཧ↷ୖࡢ

ᑐฎࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

࣮ࣂ࢝

ࢫ࣮࣋

ࢢࣥࣜ

௜ᒓࢫࣅ

࣮ࣃࣥࣂ

ὀព 㟁ືࢆ࣮ࣂ࢖ࣛࢻ౑⏝ࡿࡍሙྜࡣ

᭱ᚋࠊࡎࡲࡇࡵ⥾࡛ࡲᡭື࣮ࣂ࢖ࣛࢻ
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡵ⥾ࡃ㍍࡚࡟

Ⰻ࠸౛ ᝏ࠸౛

ὀព

90° 

ᡬ ᡬ

ᮏయࡣᡬ࡟ᆶ┤ྲྀ࡟௜ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ

ὀព ࠊྲྀ࠺ࡼ࠸࡞ࡲ㋃ࡣ┠ࡂ⥅ࡢࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇ ௜ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡅ
సື୙Ⰻࡢཎᅉࠋࡍࡲࡾ࡞࡜㸦⿬㠃ཧ↷㸧

┠ࡂ⥅ࡢࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇ

Ⰻ࠸౛ ᝏ࠸౛

㸦ᮏㄝ᫂᭩ྲྀࡣ௜ᚋࡶ◚Რ࡜࣮ࣂ࢝ࢫࢡࢵ࣡ࠊࡎࡏඹࡈ࡟౑⏝⪅࠾࡟Ώࠋ࠸ࡉࡔࡃࡋ㸧 

ὀព
ࠊᡬࡎᚲࡣ㝿ࡢ⏝౑ࡈࢆ࣮ࣕࢳࢵࣕ࢟࢔ࢻ
ࡋែ࡛ᢲ≦ࡓ࠼ῧࢆᡭ࡟➼ࣝࢻࣥࣁ࣮ࣂࣞ
௜ࡈ࡟࠺ࡼࡿࡅ౑⏝ࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

ཷ⟽

⏝ࢺࣥࣟࣇ
ᮌࡌࡡ

᫬ືྍ⟽ཷە ᅛᐃ᫬⟽ཷە

4
4

3.6 6.5

ᮇタᐃึە
ࢳ  㹙ࣜᑠ㹛

ㄪᩚ᭱኱ە
ࢳ  㹙ࣜ኱㹛

๓ᚋㄪᩚࡌࡡ

ㄪᩚᯈ ࣮ࣂ࢖ࣛࢻࢫࣛࣉ

ᦉᥪ∝⇡⇩⇮ϋܾ↗Ӳᢿ↝Ӹᆅ

KM-01/KM-05/KM-06/KM-09/KM-10

KM-02/KM-04/KM-07

K M-01㹼10
㙊㘄㸦୸ᗙ࣭ 㛗ᗙ㸧ྲྀ ௜ㄝ᫂᭩ LZKMT

࣮࢞ࣜࢺ

ࠋࡍࡲࡋᢲࢆ

ձ

⾲♧ᘬᡭ㸦⾲㸧

⾲♧ᘬᡭ

ゅⰺ

ゅⰺ-▷㸦ᡬཌ㸰㸶㹼㸱㸱㹫㹫⏝㸧

ゅⰺ-୰㸦ᡬཌ㸱㸱㹼㸱㸶㹫㹫⏝㸧

ゅⰺ-㛗㸦ᡬཌ㸱㸶㹼㸲㸰㹫㹫⏝㸧

ゅⰺ-▷㸦ᡬཌ㸰㸶㹼㸱㸱㹫㹫⏝㸧

ゅⰺ-୰㸦ᡬཌ㸱㸱㹼㸱㸶㹫㹫⏝㸧

ゅⰺ-㛗㸦ᡬཌ㸱㸶㹼㸲㸰㹫㹫⏝㸧

ゅⰺ

㙊㘄ࢡࢵࣟࢫ࣮ࢣ

㙊㘄ࢡࢵࣟࢫ࣮ࢣ

㙊㘄ࢡࢵࣟࢫ࣮ࢣ

㙊㘄ࢡࢵࣟࢫ࣮ࢣ

ᘬᡭ㸦⿬㸧࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

ᘬᡭ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

࣮࢞ࣜࢺ

ࠋࡍࡲࡋᢲࢆ

ղ

ձ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋᅇࢆ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

ὀ㸧ࢆ࣮࢞ࣜࢺᢲ࡚࠼ࡉ

ࠋࢇࡏࡲᅇࣜࡤࢀࡅ࡞

࣮ࢱ࣒ࢧ 㸦ࣥ⿬㸧

࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

⾲♧㸦⾲㸧

ࢡ࢖ࣛࢺࢫ

ࢡ࢖ࣛࢺࢫ

⾲♧

ྲྀ௜ࡌࡡࡅ㸦▷㸧
㸦ᡬཌ㸰㸶㹼㸱㸴㹫㹫⏝㸧

ྲྀ௜ࡌࡡࡅ㸦㛗㸧
㸦ᡬཌ㸱㸴㹼㸲㸰㹫㹫⏝㸧

ྲྀ௜ࡌࡡࡅ㸦▷㸧
㸦ᡬཌ㸰㸶㹼㸱㸴㹫㹫⏝㸧

ྲྀ௜ࡌࡡࡅ㸦㛗㸧
㸦ᡬཌ㸱㸴㹼㸲㸰㹫㹫⏝㸧

ᮌࡌࡡ

ᮌࡌࡡ

ᮌࡌࡡ

ᮌࡌࡡ

ྲྀ௜ࡌࡡࡅ

ྲྀ௜ࡌࡡࡅ

ࢡࢵ࢙ࢳࡢ᪋㘄ە

KM-02/04ە

୸ᗙࡢሙྜ

㛗ᗙࡢሙྜ

ᙜ〇ရࠊࡣᡬཌᑐᛂࢆゅⰺࢪࢿ࡜㛗࡚࡟ࡉᑐᛂࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋୗグㄝ᫂ᅗࢆཧ⪃࡟㐺ṇ࡞㒊ရࢆ㑅࡛ࢇ᪋ᕤ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

ͤᑐᛂᡬཌ㸰㸶㹼㸲㸰㹫㹫

⾲♧ჾྲྀ௜఩⨨㸦୸ᗙ࣭㛗ᗙඹ㏻㸧
ែ≦ࡓࡋ᱁⣡ࢆ㙊ە
 ⾲♧ ͜ ⓑ͜

 ⾲♧ჾࡾࢃࡾࡍ ⦪͜͜

͜ 㸫ࣥࢱ࣒ࢧ  ⦪͜

ែ≦ࡓࡋฟࢆ㙊ە
 ⾲♧ ㉥͜͜

 ⾲♧ჾࡾࢃࡾࡍ ᶓ͜͜

㸫ࢱ࣒ࢧ   ࣥ ᶓ͜͜

⿬ ⿬
ⓑ㉥

ࢆ࣮ࣥࢱ࣒ࢧ

ᅇࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

ὀ㸧ࢆ࣮࢞ࣜࢺᢲ࡚࠼ࡉ

ࠋࢇࡏࡲᅇࣜࡤࢀࡅ࡞

(KM07ྠࡶᵝࡢ☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆ㸧

ղ

ࢡࢵ࢙ࢳࡢ᪋㘄ە

ὀពࡂࡍࡵ⥾ࡢࢪࢿ

ᡬࡀ๭ࢆࢫ࣮ࢣࠊࡾࡓࢀᅽ㏕ࡀࡁື࡚ࡋᝏࡃ

ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀሙྜࡿ࡞

ͤືస☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࡽࡀ࡞ࡋࢆ

ὀពࡂࡍࡵ⥾ࡢࢪࢿ

ᡬࡀ๭ࢆࢫ࣮ࢣࠊࡾࡓࢀᅽ㏕ࡀࡁື࡚ࡋ

ᝏࡿ࡞ࡃሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ͤືస☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ⾜ࡽࡀ࡞ࡋࢆ

  දॖ
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受箱

フロント用
木ねじ

●受箱可動時 ●受箱固定時

4
4

3.6 6.5

●初期設定
　チリ［小］

●調整最大
　チリ［大］

前後調整ねじ

調整板 プラスドライバー

鎌錠・セット内容と各部の名称

  K M-01/K M-05/K M-06/K M-09/K M-10/K M-17/K M-18/K M-19/K M-20

    

K M-02/K M-04/K M-07

K M-01～20
鎌錠（丸座・長座）取付説明書 L ZK MT

トリガー
を押します。

①

表示引手（表）

表示引手

角芯

角芯-短（扉厚２８～３３ｍｍ用）

角芯-中（扉厚３３～３８ｍｍ用）

角芯-長（扉厚３８～４２ｍｍ用）

角芯-短（扉厚２８～３３ｍｍ用）

角芯-中（扉厚３３～３８ｍｍ用）

角芯-長（扉厚３８～４２ｍｍ用）

角芯

鎌錠ケースロック

鎌錠ケースロック

鎌錠ケースロック

鎌錠ケースロック

サムターン引手（裏）

サムターン引手

トリガー
を押します。

②

①

サムターンを回してください。
注）トリガーを押さえて
なければ回リません。

サムターン（裏）

サムターン

表示（表）

ストライク

ストライク
表示

取付けねじ（短）
（扉厚２８～３６ｍｍ用）

取付けねじ（長）
（扉厚３６～４２ｍｍ用）

取付けねじ（短）
（扉厚２８～３６ｍｍ用）

取付けねじ（長）
（扉厚３６～４２ｍｍ用）

木ねじ

木ねじ

木ねじ

木ねじ

取付けねじ

取付けねじ

●施錠のチェック

●KM-02/04

丸座の場合

長座の場合

当製品は、扉厚対応を角芯とネジ長さにて対応しています。下記説明図を参考に適正な部品を選んで施工してください
※対応扉厚２８～４２ｍｍ

表示器取付位置（丸座・長座共通）
●鎌を格納した状態
　表示　″白″
　表示器すりわり　″縦″
　サムタ－ン　″縦″

●鎌を出した状態
　表示　″赤″
　表示器すりわり　″横″
　サムタ－ン　″横″

裏 裏白赤

サムターンを
回してください。
注）トリガーを押さえて
なければ回リません。
(KM07も同様の確認をしてください。）

②

●施錠のチェック

ネジの締めすぎ注意
扉が割れたり、ケースを圧迫して動きが悪く
なる場合があります。
※動作確認をしながら行ってください。

ネジの締めすぎ注意
扉が割れたり、ケースを圧迫して動きが
悪くなる場合があります。
※動作確認をしながら行ってください。

　 注意
●取付けの際は、取扱説明書をご確認の上、正しく施工してください。また取付け後、必ず動作確認を
してください。

●商品の取扱説明書は、取付け後も廃棄せずご使用者にお渡しください。
●屋外など水がかかったり湿気が多い場所には設置しないでください。部品などが腐食して、破損
　しやすくなりケガをするおそれがあります。

メンテナンスについて
●定期的に乾燥したやわらかい布で軽く拭いてください。（必要以上に強くこすらないでください。
キズがつくことがあります。）また、汚れがひどい場合は、水または中性洗剤を水で5～１０％程度
に薄めて浸した布をよくしぼってふき取り、乾いた布で仕上げてください。

●ベンジン、シンナー、アルコール、トイレ用洗剤、防カビ剤、塩素系洗剤、強酸および強アルカリ性
薬品等は表面を痛めますので絶対に使用しないでください。※上記成分の含まれる除菌シート等
もご使用にならないでください。

（KM07専用角芯）

角芯-短（扉厚２８～３３ｍｍ用）

角芯-中（扉厚３３～３８ｍｍ用）

角芯-長（扉厚３８～４２ｍｍ用）

●KM-07

角芯

鎌錠ケースロック

サムターン引手（裏）

木ねじ

取付けねじ

表示引手（表）

表示引手（表）

向きに注意

www.kawajun.co.jp

ストライクの調整方法（丸座・長座共通）
2.上下調整1.前後調整

30-1203S1  No.019

前後調整ネジをプラスドライバーで
回し、隙間を調整します。

フロント用木ねじを一旦緩め、受箱を上下
に動かし調整します。位置が決まったら、
フロント用木ねじを締付けて固定します。
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④
　
ビ
ス
無
し
取
手
を
取
り
付
け
る

ビ
ス
無
し
取
手
の
台
座
部
分
に
つ
い
て
い
る
カ
バ
ー
を
、
図
の
よ
う
に

A方
向
に
外
し
て
、
横
面
か
ら
拡
大
図
の
よ
う
な
フ
ッ
ク
が
見
え
る
状

態
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

次
に
フ
ッ
ク
を
C位
置
か
ら
D位
置
に
移
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ス
無
し
取
手
を
B方
向
よ
り
挿
入
し
、
先
に
組
み
込
み
済
の
台
座
プ

レ
ー
ト
に
設
置
し
ま
す
。
こ
の
と
き
に
金
具
同
士
が
か
み
合
っ
て
い
る

事
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

次
に
ド
ラ
イ
バ
ー
先
端
な
ど
を
利
用
し
て
Cの
方
向
に
フ
ッ
ク
を
押
し

込
め
ば
、
ロ
ッ
ク
が
掛
か
り
取
手
が
固
定
さ
れ
ま
す
。

⑤
　
動
作
を
確
認
す
る
　
～
　
取
り
付
け
完
了

最
後
に
ビ
ス
無
し
取
手
の
台
座
カ
バ
ー
を
は
め
直
し
ま
す
。
 

! 図のよ
う
に
取
手
を
回
転
さ
せ
て
、
反
対
側
の
取
手
が
連
動
し
て
作
動

す
る
事
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

サ
ム
タ
ー
ン
錠
の
場
合
、
鍵
を
か
け
た
場
合
に
取
手
も
固
定
さ
れ
る
か

も
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

上
記
い
ず
れ
の
動
作
で
不
具
合
が
生
じ
た
場
合
は
、
ネ
ジ
の
締
め
付
け

過
ぎ
や
、
ロ
ッ
ク
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

も
う
一
度
手
順
も
戻
っ
て
各
工
程
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

☆
　
取
手
を
取
り
外
す

取
手
を
取
り
外
す
場
合
は
、
手
順
の
④
を
や
り
直
し
ま
す
。
 

! ビス無
し
取
手
の
台
座
部
分
に
つ
い
て
い
る
カ
バ
ー
を
、
図
の
よ
う
に

A方
向
に
外
し
て
、
横
面
か
ら
拡
大
図
の
よ
う
な
フ
ッ
ク
が
見
え
る
状

態
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

! ロック
（
固
定
さ
れ
て
い
る
）
状
態
の
場
合
は
、
フ
ッ
ク
が
C位
置
に

あ
り
ま
す
。
 

解
除
す
る
場
合
は
フ
ッ
ク
を
C方
向
か
ら
、
D方
向
へ
移
動
さ
せ
る
と

ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
、
台
座
プ
レ
ー
ト
か
ら
ビ
ス
無
し
取
手
が
外
れ
ま

す
。

ノ
ブ
タ
イ
プ
用
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④
　
取
手
を
取
り
付
け
る

１
の
方
向
に
ラ
ッ
チ
を
押
し
込
み
な
が
ら
、
ラ
ッ
チ
本
体
の
半
円
軸
に

合
わ
せ
て
２
の
方
向
か
ら
ビ
ス
有
り
取
手
を
差
し
込
み
ま
す
。
 

反
対
側
の
３
の
方
向
か
ら
ビ
ス
無
し
取
手
を
差
し
込
み
、
４
の
方
向
に

回
転
さ
せ
て
、
ビ
ス
有
り
取
手
が
貫
通
し
て
い
る
穴
の
小
さ
い
方
に
合

わ
せ
ま
す
。

手
締
め
ド
ラ
イ
バ
ー
で
５
の
方
向
に
ビ
ス
を
締
め
て
全
体
を
固
定
し
ま

す
。
 

先
程
外
し
た
台
座
カ
バ
ー
と
ハ
ン
ド
ル
を
戻
し
、
イ
モ
ネ
ジ
を
締
め
付

け
れ
ば
完
了
で
す
。

⑤
　
動
作
を
確
認
す
る
　
～
　
取
り
付
け
完
了

（
注
意
：
左
図
は
ノ
ブ
タ
イ
プ
で
す
が
、
確
認
作
業
は
同
様
で
す
）
 

図
の
よ
う
に
取
手
を
回
転
さ
せ
て
、
反
対
側
の
取
手
が
連
動
し
て
作
動

す
る
事
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

サ
ム
タ
ー
ン
錠
の
場
合
、
鍵
を
か
け
た
場
合
に
取
手
も
固
定
さ
れ
る
か

も
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

上
記
い
ず
れ
の
動
作
で
不
具
合
が
生
じ
た
場
合
は
、
ネ
ジ
の
締
め
付
け

過
ぎ
や
、
ロ
ッ
ク
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

も
う
一
度
手
順
も
戻
っ
て
各
工
程
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。
 

!
ご
注
意
く
だ
さ
い
! 

※
ハ
ン
ド
ル
の
正
し
い
方
向
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

☆
　
ハ
ン
ド
ル
を
外
し
て
勝
手
方
向
を
変
更
す
る
（
73
0,
74
0の
場
合
）

製
品
は
工
場
出
荷
時
に
右
勝
手
用
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

! 720（
空
錠
）
は
左
右
兼
用
で
す
。
 

73
0（
サ
ム
タ
ー
ン
錠
）
と
74
0（
本
締
錠
）
は
、
左
勝
手
用
で
使
用
さ

れ
る
場
合
は
、
ハ
ン
ド
ル
を
入
れ
替
え
て
勝
手
方
向
を
変
更
す
る
必
要
が

有
り
ま
す
。
 

! ハンド
ル
取
り
外
し
手
順
は
、
ハ
ン
ド
ル
横
に
あ
る
イ
モ
ネ
ジ
を
緩
め
る

こ
と
で
外
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
本
紙
③
の
手
順
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

レ
バ
ー
タ
イ
プ
用

 

ノ
ブ
タ
イ
プ
用
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①
　
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
を
合
わ
せ
る

は
じ
め
に
ラ
ッ
チ
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
の
ピ
ン
位
置
を
確
認
し
ま
す
。
 

加
工
さ
れ
て
い
る
扉
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
位
置
に
併
せ
て
 

2 
3/
8”
(6
0m
m
)と
、
2 
3/
4”
(7
0m
m
)を
切
り
替
え
て
ご
使
用
願
い
ま
す
。

（
プ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
場
合
）

バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
(c
)を
ラ
ッ
チ
本
体
の
後
ろ
か
ら
差
し
込
み
、
フ
ェ
イ

ス
プ
レ
ー
ト
(d
)を
前
か
ら
差
し
込
み
、
②
の
通
り
に
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
た
ラ
ッ
チ
を
扉
に
挿
入
し
ま
す
。
手
締
め
ド
ラ
イ
バ
ー
を

使
用
し
て
付
属
の
ビ
ス
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
ラ
ッ
チ
を
組
み
合
わ
せ
る
　
～
　
扉
へ
取
り
付
け
る

（
ラ
ウ
ン
ド
タ
イ
プ
の
場
合
）

ラ
ッ
チ
の
(a
)の
突
起
に
、
カ
バ
ー
の
(b
)の
位
置
を
合
わ
せ
て
は
め
込

み
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
た
ラ
ッ
チ
を
扉
に
挿
入
し
ま
す
。
あ
て
板
を
使
用
し
て
金

槌
等
で
押
し
込
ん
で
固
定
し
ま
す
。

③
　
ビ
ス
有
り
取
手
を
取
り
付
け
る

A方
向
に
ラ
ッ
チ
を
押
し
込
み
な
が
ら
、
ラ
ッ
チ
本
体
の
半
円
軸
に
合

わ
せ
て
B方
向
か
ら
ビ
ス
有
り
取
手
を
差
し
込
み
ま
す
。
反
対
側
の
C

方
向
よ
り
台
座
プ
レ
ー
ト
を
差
し
込
み
ま
す
。

台
座
プ
レ
ー
ト
を
D方
向
に
回
転
さ
せ
、
ビ
ス
有
り
取
手
が
貫
通
し
て

い
る
穴
の
小
さ
い
方
に
合
わ
せ
ま
す
。
手
締
め
ド
ラ
イ
バ
ー
で
E方
向

に
ビ
ス
を
締
め
て
全
体
を
固
定
し
ま
す
。

 

レ
バ
ー
タ
イ
プ
用
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①
　
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
を
合
わ
せ
る

は
じ
め
に
ラ
ッ
チ
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
の
ピ
ン
位
置
を
確
認
し
ま
す
。
 

加
工
さ
れ
て
い
る
扉
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
位
置
に
併
せ
て
 

2 
3/
8”
(6
0m
m
)と
、
2 
3/
4”
(7
0m
m
)を
切
り
替
え
て
ご
使
用
願
い
ま
す
。

（
プ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
場
合
）

バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
(c
)を
ラ
ッ
チ
本
体
の
後
ろ
か
ら
差
し
込
み
、
フ
ェ
イ

ス
プ
レ
ー
ト
(d
)を
前
か
ら
差
し
込
み
、
②
の
通
り
に
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
た
ラ
ッ
チ
を
扉
に
挿
入
し
ま
す
。
手
締
め
ド
ラ
イ
バ
ー
を

使
用
し
て
付
属
の
ビ
ス
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
ラ
ッ
チ
を
組
み
合
わ
せ
る
　
～
　
扉
へ
取
り
付
け
る

（
ラ
ウ
ン
ド
タ
イ
プ
の
場
合
）

ラ
ッ
チ
の
(a
)の
突
起
に
、
カ
バ
ー
の
(b
)の
位
置
を
合
わ
せ
て
は
め
込

み
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
た
ラ
ッ
チ
を
扉
に
挿
入
し
ま
す
。
あ
て
板
を
使
用
し
て
金

槌
等
で
押
し
込
ん
で
固
定
し
ま
す
。

③
　
ビ
ス
無
し
取
手
の
台
座
カ
バ
ー
を
外
す

付
属
の
金
具
を
使
用
し
て
ハ
ン
ド

ル
横
に
あ
る
イ
モ
ネ
ジ
を
①
の
矢
印
方
向
に
緩
め
ま
す
。
イ
モ
ネ
ジ
が

緩
む
る
と
②
の
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル
が
外
れ
ま
す
。

③
の
方
向
に
保
護
シ
ー
ル
を
引
っ
張
る
と
、
台
座
カ
バ
ー
が
外
れ
ま
す
。

次
の
工
程
の
た
め
に
ビ
ス
穴
を
露
出
さ
せ
た
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 



BIRCH/HEM

ヨーロッパを感じる

こころ遊ばせるドア

Prairie Homes

Prairie Homes
Door Collection

プレイリーホームズ株式会社

gp door
G o o d  P r i c e  G o o d  Q u a l i t y

URL  http://www.prairie.co.jp
●製品改良のため、予告なしに仕様および価格の変更をさせていた
だくことがございます。 
●本カタログに使用されているイラスト・写真・文章の無断複写・無断
転載を禁じます。

名古屋 〒４６１-０００４　名古屋市東区葵３-７-１４  ＩＭＹビル７Ｆ
TEL.(052)930-7855   FAX.(052)930-7856

松　本 〒３９０-１１３１  長野県松本市今井野尻５０３１
TEL.(0263)50-3911   FAX.(0263)50-3912

AMERICAN  60 ’s  DESIGN

FAX 052-930-7856
プレイリーホームズドアシリーズ専用FAXオーダー用紙

プレイリーホームズ株式会社 ドア担当行
■ご依頼主情報

■ご注文内容

■当社返信記入欄

■コメント欄

担当

FAX受領日 .　　　　.

.　　　　.

.　　　　.御見積ご返信

記入日

お名前

貴社名

TEL 

FAX

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

本数 備考

(　　　　）　　　　　ー

(　　　　）　　　　　ー

TEL (　　　）　　　　ー

有　　・　　無

月　　　日　　　希望

空欄に必要事項をご記入の上、当社宛にFAXご送信願います。

設計施工図面集 Vol.1
2015.06版

※品番は各カタログをご参照ください。

ご連絡事項：毎度お世話になっております。下記にご連絡申し上げます。

■お届け先情報
物件名

ご住所

荷受人様

現地地図

納品希望

ドアスタイル
ドアシリーズ

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

ET ・ gp ・ ACE

サイズ呼称 種類 枠見込み 開き勝手 取手・引き手
1 2 3 5 6

カラー
74




